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新
副
会
長
の
紹
介

埼経協ニュース３７７号

十
月
二
一
日
�
十
四
時
よ
り
二
五
年
度
第
二

回
理
事
会
を
、
引
き
続
き
十
四
時
三
〇
分
よ
り

臨
時
総
会
を
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催
し
た
。

ま
ず
、
理
事
会
で
臨
時
総
会
に
諮
る
議
事
案

件
等
を
ご
協
議
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
臨
時
総

会
を
開
催
し
た
。

臨
時
総
会
は
、
冒
頭
、
西
村
会
長
の
挨
拶
が

行
わ
れ
、
そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
以
下
の
二

議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

一
�
理
事
の
選
任

理
事
候
補
者

笠
井
澄
人
（
東
日
本
電
信

電
話
�

取
締
役
埼
玉
支
店
長
）

二
�
副
会
長
の
選
任

副
会
長
候
補
者

笠
井
澄
人
（
東
日
本
電

信
電
話
�

取
締
役
埼
玉
支
店
長
）

そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
二
五
年
度
上
期
事
業

報
告
等
が
行
わ
れ
、
臨
時
総
会
は
閉
会
し
た
。

ま
た
、
臨
時
総
会
終
了
後
、
日
本
を
代
表
す

る
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
あ
る
�
大
和
総
研
チ
ー
フ

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
熊
谷
亮
丸
氏
よ
り
、「
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
評
価
と
課
題
〜
今
後
の
経
済
情
勢

と
リ
ス
ク
要
因
を
探
る
」
と
題
し
て
講
演
会
が

行
わ
れ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
検
証
し
つ
つ
、
国

内
外
の
リ
ス
ク
要
因
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
が

行
わ
れ
た
。（
講
演
の
骨
子
は
以
下
の
通
り
）

□
講
演
の
骨
子

�
�「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
は
日
本
経
済
復
活
の

起
爆
剤
と
な
る
か
？

�
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
中
間
評
価：

金
融
緩

和
の
効
果
は
着
実
に
浸
透

�
金
融
政
策：

物
価
上
昇
率
二
％
は
達
成
で
き

る
の
か
？

�
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
対
す
る
二
つ
の
批
判

（「
長
期
金
利
上
昇
が
景
気
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
？
」「
イ
ン
フ
レ
が
進
行
す
る
な
か
、
雇
用

者
所
得
が
増
加
し
な
い
？
」）は
根
拠
が
薄
い
。

�
�「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」が
抱
え
る
三
つ
の
課
題

�
「
財
政
規
律
の
維
持
」
に
失
敗
す
る
と
、「
ト

リ
プ
ル
安
（
債
券
安
・
株
安
・
円
安
）」
が
進

行
？

�
「
中
長
期
的
な
経
済
体
質
の
改
善
・
構
造
改

革
」
が
不
十
分
？

�
「
分
配
政
策
」
に
は
改
善
の
余
地

�
�
日
本
経
済
の
メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ

―
日
本
経
済
は
二
〇
一
二
年
四
月
を
ピ
ー
ク

に
景
気
後
退
局
面
入
り
。
た
だ
し
、
二
〇
一
二

年
十
一
月
を
底
に
景
気
は
底
入
れ
―

�
米
国
経
済
の
持
ち
直
し

�
復
興
需
要
＋
大
型
予
算

�
日
銀
に
よ
る
「
異
次
元
の
金
融
緩
和
」

�
�
日
本
経
済
の
リ
ス
ク
要
因

�
米
国
の
出
口
戦
略
等
に
伴
う
新
興
国
の
動
揺

�
中
国
の
「
シ
ャ
ド
ー
バ
ン
キ
ン
グ
」
問
題

�
「
欧
州
ソ
ブ
リ
ン
危
機
」
の
再
燃

�
地
政
学
的
リ
ス
ク
を
背
景
と
す
る
原
油
価
格

の
高
騰

�
�
金
融
市
場
の
展
望

�
株
高
・
円
安
基
調
は
継
続
す
る
見
通
し

�
長
期
金
利
は
中
長
期
的
に
見
れ
ば
大
き
く
上

昇
す
る
可
能
性

□
笠
井
澄
人
（
か
さ
い
す
み
と
）
氏

【
生
年
月
日
】

昭
和
三
五
年
一
一
月
一
日

【
学
歴
】

昭
和
六
〇
年
三
月

上
智
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修
了

平
成
一
三
年
六
月

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
経
営
大
学
院
修
了

【
職
歴
】

昭
和
六
〇
年
四
月

日
本
電
信
電
話
�
入
社

平
成
一
三
年
八
月

東
日
本
電
信
電
話
�
設
備

部
担
当
部
長

企
画
部
門
設
備
企
画
担
当
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
兼
務

平
成
一
六
年
一
二
月

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

推
進
本
部
設
備
部
担
当
部
長

平
成
一
七
年
七
月

同
東
京
支
店
設
備
部
長

平
成
一
九
年
七
月

同
総
務
人
事
部
担
当
部
長

（
人
事
第
二
部
門
長
）

平
成
二
三
年
七
月

日
本
電
信
電
話
�
総
務
部

門
担
当
部
長
（
人
事
・
人
材
開
発
）

平
成
二
五
年
六
月

東
日
本
電
信
電
話
�
取
締

役
埼
玉
支
店
長

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１３ 月号

日本経団連 埼玉

笠
井
氏（
東
日
本
電
信
電
話
�
取
締
役
埼
玉

支
店
長
）を
理
事
並
び
に
副
会
長
に
選
任

―
理
事
会
、
二
五
年
度
臨
時
総
会
開
催

１０・１１

臨時総会

理事会

開会挨拶をする西村会長

講演する熊谷亮丸氏

― １ ―
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平
成
二
五
年
度
第
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
模
倣
の
経
営
学
、偉
大
な
会
社
は
マ
ネ
か
ら
生

ま
れ
る
〜
ト
ヨ
タ
、セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、ド
ト
ー
ル
、

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
、ど
の
よ
う
に
し
て
他
社
の
経

営
を
学
ん
だ
か
』と
題
し
て
、早
稲
田
大
学
商
学

学
術
院
教
授

井
上
達
彦
氏
が
講
演

「
ど
こ
の
会
社
で
も
、
ど
ん
な
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ス
ン
で
も
、�
お
手
本
�
に
し
た

い
会
社
や
経
営
者
が
い
る
は
ず
で
す
。
ビ

ジ
ネ
ス
の
�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
�
や
そ
の

立
役
者
の
�
成
功
物
語
�
に
関
わ
る
書
籍

が
溢
れ
て
い
る
の
は
、
こ
う
い
っ
た
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
の
も
の
で
す
。

し
か
し
、
優
れ
た
経
営
者
が
書
い
た
成

功
物
語
で
あ
っ
て
も
、『
参
考
に
な
っ
た
』

と
い
う
一
言
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

読
ん
だ
直
後
は
多
少
の
刺
激
を
受
け
た
と

し
て
も
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
情
報
源
を
た
ど
り
、
自
分
の
目
で
確

か
め
る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
。
結
果
、

そ
の
書
籍
も
自
分
の
実
践
を
変
え
る
よ
う

な
存
在
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
う
な

る
と
、
せ
っ
か
く
の
成
功
物
語
も
何
か
を

生
み
出
す
生
産
財
と
い
う
よ
り
も
、
読
ん

で
楽
し
い
消
費
財
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
大
半
で
す
。

し
か
し
、
優
れ
た
経
営
な
わ
け
で
す
か

ら
、
そ
れ
を
�
お
手
本
�
に
す
れ
ば
、
も

っ
と
も
っ
と
学
べ
る
は
ず
で
す
。
本
気
に

な
れ
ば
い
く
ら
で
も
手
段
が
あ
る
わ
け
で

す
か
ら
、
良
い
経
営
か
ら
倣
う
と
い
う
こ

と
を
も
っ
と
突
き
詰
め
る
必
要
が
あ
る
の

で
す
。」

平
成
二
五
年
度
第
五
回
の
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
九
月
二
日
�
十
四
時
か
ら
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
前

述
の
主
張
を
展
開
さ
れ
て
い
る
、
早
稲
田

大
学
商
学
学
術
院
教
授
井
上
達
彦
氏
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、『
模
倣
の
経
営
学
、

偉
大
な
会
社
は
マ
ネ
か
ら
生
ま
れ
る
〜
ト

ヨ
タ
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ド
ト
ー
ル
、

ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

他
社
の
経
営
を
学
ん
だ
の
か
』
と
題
し
て

演
習
を
交
え
て
開
催
さ
れ
、
八
八
名
の

方
々
が
参
加
し
た
。

講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
。

◆
模
倣
す
る
企
業
は
強
い
。

冷
静
に
考
え
れ
ば
、
マ
ネ
を
し
て
い

る
時
期
の
企
業
は
競
争
力
が
強
い
。
逆

に
他
社
が
マ
ネ
を
し
て
い
る
と
こ
ぼ
す

側
は
落
ち
目
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

◆
現
在
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
新
興
企
業

の
台
頭
、
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
モ
ジ

ュ
ー
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
等
、
よ
く
も
悪
く
も
模
倣
の
時

代
と
な
っ
て
お
り
、
模
倣
す
る
ま
で
の

タ
イ
ム
ラ
グ
も
大
幅
に
短
く
な
っ
て
い

る
。

◆
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
、
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
ウ
ォ
ル

マ
ー
ト
な
ど
も
イ
ミ
テ
ー
タ
で
あ
り
、

イ
ミ
テ
ー
タ
の
投
じ
る
コ
ス
ト
は
イ
ノ

ベ
ー
タ
の
六
〇
〜
七
五
％
程
度
。
イ
ノ

ベ
ー
タ
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
現
在
価

値
の
二
・
二
％
し
か
獲
得
で
き
な
い
と

い
う
調
査
も
あ
る
。

◆
模
倣
す
る
と
競
争
力
が
強
く
な
る
理
由

は
、
�
競
争
へ
の
対
応
を
図
る
、
�
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
と
い
う
二

つ
の
視
点
か
ら
見
て
、
模
倣
が
有
効
だ

か
ら
で
あ
る
。

◆
競
争
戦
略
と
し
て
の
模
倣
と
し
て
は
以

下
の
三
つ
の
戦
略
が
あ
る
。

�
迅
速
追
随：

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
に
代
表
さ

れ
る
攻
め
の
姿
勢
の
模
倣

�
後
発
優
位：

コ
カ
コ
ー
ラ
に
代
表
さ
れ

る
資
源
に
裏
付
け
ら
た
模
倣

�
同
質
化：

四
〇
〇
万
台
ク
ラ
ブ
（
自
動

車
）
に
代
表
さ
れ
る
負
け
な
い
た
め
の

模
倣

◆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
と
し
て
は
以
下

の
二
つ
の
戦
略
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
自

ら
を
高
め
る
た
め
に
、
遠
い
世
界
か
ら

意
外
な
学
び
を
す
る
、
具
体
的
に
は
優

れ
た
お
手
本
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
得
て
、
独
自
の
仕
組
み
を
築
い
て

い
く
よ
う
な
模
倣
で
あ
る
。
も
う
一
つ

は
、
顧
客
の
便
益
の
た
め
に
、
悪
い
お

手
本
か
ら
良
い
学
び
を
す
る
模
倣
で
あ

り
、
具
体
的
に
は
業
界
の
悪
し
き
慣
行

を
反
面
教
師
に
し
て
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
引
き
起
こ
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

◆
以
下
、
模
倣
に
つ
い
て
有
力
な
経
営
者

の
持
論
を
紹
介
す
る

�
異
業
種
の
方
が
仕
組
み
は
見
つ
け
や
す

い
（
サ
イ
ゼ
リ
ア
・
正
垣
泰
彦
氏
）

「
紳
士
服
チ
ェ
ー
ン
や
百
円
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
気
に
な
っ
た
と
こ
ろ
は
何
で
も
見
に

行
き
ま
す
。
料
理
と
違
っ
て
、
経
営
の
仕

組
み
は
ど
の
業
界
か
ら
も
学
べ
ま
す
。
む

し
ろ
、
飲
食
と
は
全
く
異
な
る
業
界
の
方

が
、
固
定
観
念
を
持
た
ず
に
み
ら
れ
る
分
、

ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
や
す
い
」

�
多
面
的
に
観
察
す
る
（
ニ
ト
リ
・
似
鳥

昭
雄
氏
）

「
物
事
は
す
べ
て
立
体
で
、
四
次
元
で

表
さ
れ
な
い
と
本
質
と
い
う
の
が
わ
か
ら

な
い
。
一
枚
の
絵
を
見
た
と
き
に
、
そ
の

絵
の
奥
行
き
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
世
界
の

空
気
や
温
度
や
時
代
背
景
ま
で
も
観
察
す

る
」

�
反
面
教
師
、
逆
に
し
て
み
る
（
グ
ラ
ミ

ン
銀
行
ム
ハ
マ
ド
・
ユ
ヌ
ス
氏
）

「
貧
し
い
人
た
ち
の
銀
行
と
い
っ
て
も
、

目

次

頁

�
理
事
会
・
臨
時
総
会
開
催

１

�
第
五
回
・
第
六
回
・
第
七
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー

２
〜
４

�
第
五
回
・
第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー４

〜
５

�
第
三
回
・
第
四
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

５
〜
６

�
第
三
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会７

�
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座
第
一
講６

〜
７

�
第
二
回
働
く
女
性
応
援
講
座
・
埼
玉
県

労
働
セ
ミ
ナ
ー
（
第
四
回
）

７

�
連
載
「
こ
の
人
」・
企
業
紹
介

小
原
歯
車
工
業
	
小
原
敏
治
社
長
、
広

告

８
〜
９

�
第
三
四
次
小
笠
原
洋
上
研
修

１０
〜
１２

�
最
低
賃
金（
埼
玉
県
、特
定
最
低
賃
金
）１３

�
青
年
部
九
月
例
会
、
全
国
大
会
Ｉ
Ｎ
兵

庫
、
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

１４
〜
１５

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広
場１６

�
連
載
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ
よ
う
こ

そ

１７

�
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な
話
題

北
部
（
オ
オ
ツ
カ
ハ
イ
テ
ッ
ク
）、
中

部
（
日
本
鋳
鉄
管
）、
南
部
（
墨
東
建
材

工
業
）、
西
部
（
久
邇
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
）

１８
〜
１９

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

２０

�
音
協
解
散
に
伴
う
剰
余
金
の
埼
玉
県
へ

の
寄
贈
、
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

２１

�
日
本
経
団
連

提
言
・
提
案

２２

�
事
業
だ
よ
り
、「
自
分
の
中
の
他
人
」、

広
告

２３

�
告
知
板
、
会
員
の
動
き

２４

講
演
す
る
井
上
達
彦
氏

演
習
も
交
え
講
演
が
進
め
ら
れ
た

― ２ ―



平
成
二
五
年
度
第
六
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
未
来
は
明
る
い
〜
世
界

が
絶
賛
す
る�
メ
イ
ド
・
バ
イ
・
ジ
ャ
パ
ン
�』
と
題

し
て
、
�
盛
之
助
代
表
取
締
役
（
前
ア
ー
サ
ー
・

Ｄ
・
リ
ト
ル
・
ジ
ャ
パ
ン
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
）川
口
盛
之
助
氏
が
講
演

〜
障
害
者
ア
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
併
せ
て
開
催

平
成
二
五
年
度
第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
戦
略
的
思
考
を
視
覚
化
し
た
画
期
的
な
フ
レ

ー
ム
ワ
ー
ク�
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
キ
ャ
ン
バ
ス
�を

学
び
、そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
描
い
て
み
る
』

と
題
し
て
、�
イ
ン
サ
イ
ト
リ
ン
ク
代
表
取
締
役

社
長
で
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
�
パ
ー
ト
ナ
ー
コ
ー
チ

の
河
野
龍
太
氏
が
講
演

ど
の
よ
う
に
運
営
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
事
業
を
開
始
す
る
に
あ
た
っ

て
、
私
は
他
の
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
ロ

ー
ン
事
業
を
失
敗
し
て
い
る
か
を
調
べ
、

彼
ら
の
失
敗
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
し
た
。
一

般
の
銀
行
の
や
り
方
を
よ
く
見
て
、
あ
ら

ゆ
る
こ
と
を
逆
に
し
て
み
た
ん
で
す
よ
」

�
敵
を
鑑
と
反
面
教
師
の
両
面
で
み
る

（
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
・
泉
谷
直
木
氏
）

「
競
争
に
は
勝
負
の
面
と
学
び
の
面
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ラ
イ
バ
ル
を
競
争

相
手
と
し
か
見
て
い
な
い
の
で
は
、
お
互

い
成
長
し
ま
せ
ん
。
敵
を
鑑
と
し
て
見
る

こ
と
が
で
き
る
し
、
反
面
教
師
と
す
る
こ

と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
」

平
成
二
五
年
度
第
六
回
の
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
九
月
二
四
日
�
十
四
時
よ
り
、
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

世
界
的
な
戦
略
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ

ー
ム
、
ア
ー
サ
ー
・
Ｄ
・
リ
ト
ル
・
ジ
ャ

パ
ン
で
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

を
務
め
、
主
に
製
造
業
の
研
究
開
発
戦
略

や
商
品
開
発
戦
略
な
ど
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
行
っ
て
こ
ら
れ
た
、
現
�
盛
之
助

代
表
取
締
役
川
口
盛
之
助
氏
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、『
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の

未
来
は
明
る
い
〜
世
界
が
絶
賛
す
る
�
メ

イ
ド
・
バ
イ
・
ジ
ャ
パ
ン
�』
と
題
し
て

開
催
さ
れ
、
四
三
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

川
口
氏
は
技
術
＆
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
育

成
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
り
、
付
加
価
値

と
な
る
商
品
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
独
自
性
の

根
源
を
文
化
的
背
景（
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
）

と
体
系
的
に
紐
付
け
た
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク

な
方
法
論
を
展
開
し
て
世
界
か
ら
注
目
を

浴
び
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の

動
画
サ
イ
ト
で
「
世
界
の
傑
作
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
・
ベ
ス
ト
五
」
に
も
選
ば
れ

た
軽
快
な
ト
ー
ク
と
知
的
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
講
演
で
、
好
評
を
博
し
て
お
ら
れ
る
講

師
で
す
。

「
日
本
の
未
来
は
明
る
い
」
と
語
る
講

師
の
お
話
に
耳
を
傾
け
多
く
の
方
々
に
、

明
る
さ
、
元
気
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た

講
演
で
し
た
。

な
お
、
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
に
併
せ
て
障

害
者
ア
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
並
び

に
障
害
者
の
作
品
展
示
も
行
わ
れ
た
。

Ｉ
Ｂ
Ｍ
、
Ｇ
Ｅ
、
イ
ン
テ
ル
、
エ
リ
ク

ソ
ン
、
シ
ス
コ
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
、
デ

ロ
イ
ト
ト
ー
マ
ツ
な
ど
世
界
中
の
先
進
企

業
等
で
採
用
さ
れ
て
い
る
、
戦
略
的
思
考

を
視
覚
化
し
た
画
期
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
�
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
キ
ャ
ン
バ
ス
�。

こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
キ
ャ
ン
バ
ス

は
、
世
界
四
五
カ
国
、
四
七
〇
人
の
イ
ノ

ベ
ー
タ
ー
が
九
年
の
歳
月
を
か
け
て
制
作

し
た
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
造

す
る
た
め
の
実
践
ガ
イ
ド
で
す
。
日
本
で

も
昨
年
、
翻
訳
書
「Business

M
odel

G
eneration

」
が
発
売
さ
れ
、
大
き
な
話

題
を
呼
び
ま
し
た
。

平
成
二
五
年
度
第
七
回
の
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
は
、
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
・
キ
ャ

ン
バ
ス
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
テ

ー
マ
に
�
イ
ン
サ
イ
ト
リ
ン
ク
代
表
取
締

役
社
長
で
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
�
パ
ー
ト
ナ

ー
コ
ー
チ
の
河
野
龍
太
氏
を
講
師
と
し
て

お
招
き
し
、『
戦
略
的
思
考
を
視
覚
化
し

た
画
期
的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
�
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
・
キ
ャ
ン
バ
ス
�
を
学
び
、
そ

し
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
描
い
て
み
る
』

と
題
し
て
、
一
〇
月
一
日
�
一
〇
時
よ
り

一
六
時
ま
で
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
中
心
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
催
さ
れ
、
二
三
名
の
会

員
が
参
加
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
は

以
下
の
通
り
。

障
害
者
ア
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
工
房
集
）

障
害
者
ア
ー
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
戸
田
わ
か
く
さ
会
）

講
演
す
る
川
口
盛
之
助
氏

講
演
風
景

障
害
者
ア
ー
ト
の
展
示

― ３ ―



第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
経
営
者
の
た
め
の
税
制
セ
ミ
ナ
ー
』開
催

第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
経
営
者
・
管
理
者
の
た
め
の
営
業
力
強
化
講
座
』

開
催

企
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
税

制
を
取
り
巻
く
状
況
を
み
ま
す
と
、
内
国

税
に
関
し
て
は
、
個
人
所
得
課
税
、
資
産

課
税
、
法
人
課
税
等
の
平
成
二
五
年
度
の

税
制
改
正
が
行
わ
れ
、
ま
た
海
外
取
引
で

は
、
こ
れ
ま
で
税
優
遇
で
外
国
資
本
の
誘

致
を
進
め
て
き
た
東
南
ア
ジ
ア
各
国
が
急

速
な
経
済
成
長
を
背
景
に
、
税
増
収
源
と

し
て
移
転
価
格
税
制
の
執
行
・
強
化
の
動

き
を
加
速
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
五
年
度
第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
九
月

四
日
�
一
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市

民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
国
内
で
は
あ
ず
さ

監
査
法
人
等
を
メ
ン
バ
ー
フ
ァ
ー
ム
に
世

界
一
五
〇
カ
国
で
監
査
、
税
務
、
ア
ド
バ

イ
ザ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
、
Ｋ
Ｐ

Ｍ
Ｇ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
メ
ン
バ
ー

フ
ァ
ー
ム
で
あ
る
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
税
理
士
法
人

パ
ー
ト
ナ
ー
の
遠
藤
達
也
氏
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、「
経
営
者
の
た
め
の
税
制

セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
て
開
催
し
た
。

講
演
は
、「
平
成
二
五
年
度
税
制
改
正
」、

「
移
転
価
格
税
制
等
海
外
進
出
に
係
る
税

務
上
の
留
意
点
に
つ
い
て
」
の
二
つ
の
テ

ー
マ
で
行
わ
れ
、
三
〇
名
の
方
々
が
参
加

し
た
。

企
業
の
経
営
者
、
管
理
者
に
と
っ
て
、

自
社
営
業
力
の
強
化
は
永
遠
の
テ
ー
マ
で

あ
る
と
と
も
に
、
足
元
の
企
業
競
争
が
激

化
す
る
状
況
下
で
は
、
企
業
経
営
上
、
喫

緊
か
つ
最
重
要
の
課
題
で
あ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二
五

年
度
第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、
九
月
九

日
�
一
四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
�
タ
ナ
ベ
経
営
を
代

表
す
る
営
業
力
強
化
指
導
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
で
あ
る
、
同
社
東
京
本
部
本
部
長
代
理

の
岡
田
泰
範
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

「
経
営
者
・
管
理
者
の
た
め
の
営
業
力
強

化
講
座
」
と
題
し
て
、
開
催
さ
れ
、
七
五

名
の
方
々
が
参
加
し
た
。
講
演
の
概
要
は

以
下
の
通
り
。

◆
業
績
が
上
が
ら
な
い
ケ
ー
ス
と
し
て
一

般
的
に
�
戦
略
そ
の
も
の
が
誤
っ
て
い

る
の
に
、
営
業
力
の
低
さ
に
全
て
の
責

任
が
押
し
付
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
と
�
戦

略
は
間
違
っ
て
い
な
い
の
に
、
営
業
力

の
未
熟
さ
か
ら
戦
略
そ
の
も
の
を
誤
り

だ
と
判
断
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
の
二
つ

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き

こ
と
は
、「
戦
略
の
ミ
ス
は
戦
術
で
は

カ
バ
ー
で
き
な
い
。
し
か
し
、
戦
術
・

戦
闘
の
結
果
で
し
か
戦
略
の
可
否
は
判

断
で
き
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

◆
「
事
業
戦
略
」
と
は
ど
ん
な
市
場
に
何

を
提
供
す
る
の
か
、
事
業
間
の
資
源
配

分
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
は
市
場
と
企
業

の
対
話
に
よ
り
、
戦
略
・
戦
術
・
戦
闘

レ
ベ
ル
で
施
策
を
最
適
化
す
る
手
法
。

そ
し
て
「
営
業
」
と
は
、
顧
客
と
の
人

□プログラムの内容

プログラム内容 ねらい

１）ビジネスモデルについて理
解する
－成功するビジネスモデルの
共通点とは
－ネスレの新事業のビジネス
モデル

ビジネスモデルとは何かを理
解する
成功するビジネスモデルのポ
イントを各要素を個別にでは
なく全体的な構造や仕組みと
して理解する

２）ビジネスモデル・キャンバ
スを理解する
－ビジネスモデル・キャンバ
スとは
－ビジネスモデルを点検する
７つの質問

９つのブロックでビジネスモ
デルを描く「ビジネスモデル・
キャンバス」を理解する

３）自社の既存のビジネスモデ
ルを描く
－ビジネスモデル・キャンバ
スで自社の現在のビジネス
モデルを描く
－自社のビジネスモデルの特
長と課題認識を共有する

「ビジネスモデル・キャンバ
ス」を実際に使って、自社の
既存のビジネスモデルを描く。
現在の自社のビジネスモデル
を構造的に「見える化」させ、
メンバー間の共通認識を作る

４）ビジネスモデルのイノベー
ションを発想する
－デザイン思考とは
－プロトタイピングとは何か
－４つのアクションフレーム
で発想する

デザイン思考の方法を学び、
ビジネスモデルをイノベーシ
ョンする仮説をグループに分
かれて発想する

講
演
す
る
河
野
龍
太
氏

講
演
す
る
遠
藤
達
也
氏

講
演
風
景

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
描
い
た
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

講
演
す
る
岡
田
泰
範
氏

― ４ ―



第
三
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

『
投
資
先
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

魅
力
〜
経
済
情
勢
・
投
資
環
境
を
踏
ま
え
て
』を

テ
ー
マ
に
ジ
ェ
ト
ロ
・
倉
沢
麻
紀
氏
が
講
演

―
「
埼
玉
・
セ
ブ
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
事
業
」

に
つ
い
て
の
説
明
会
も
開
催

第
四
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

（
第
五
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

『
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
の
現
状
と
展
望
』を
テ
ー
マ
に

開
催

的
接
点
、
ま
た
は
そ
れ
を
推
進
す
る
部

門
・
人
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
こ
と
と
理

解
す
べ
き
で
あ
る
。

◆
事
業
戦
略
展
開
の
視
点
と
し
て
は
、
軸

足
を
持
た
な
い
事
業
戦
略
は
成
功
し
な

い
、
そ
し
て
提
供
す
る
価
値
か
特
定
の

セ
グ
メ
ン
ト
市
場
か
、
い
ず
れ
か
に
軸

を
置
い
て
事
業
を
展
開
す
る
と
い
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

◆
業
績
の
悪
い
会
社
の
共
通
点
と
し
て
は
、

�
過
去
の
成
功
体
験
に
し
が
み
つ
き
や

り
方
を
変
え
な
い
、
�
営
業
部
門
が
現

在
の
営
業
手
法
に
自
信
が
持
て
な
い
、

�
や
り
方
が
バ
ラ
バ
ラ
で
個
人
勝
負
と

な
っ
て
い
る
と
い
っ
た
点
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
会
社
で
は
、

営
業
に
結
果
だ
け
を
求
め
、
結
果
が
出

な
い
と
「
ス
キ
ル
」
か
「
ヤ
ル
気
」
の

問
題
で
片
付
け
る
経
営
陣
と
業
績
が
あ

が
ら
な
い
こ
と
を
環
境
や
商
品
力
の
せ

い
に
し
て
言
い
訳
に
長
け
る
営
業
部
門

と
い
う
大
き
な
問
題
点
が
存
在
し
て
い

る
。

◆
営
業
力
強
化
の
着
眼
点
と
し
て
は
、
以

下
の
四
点
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

�
得
意
先
フ
ォ
ロ
ー
の
優
先
順
位

�
時
間
配
分
の
見
直
し

�
受
注
ま
で
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
見
直
し

�
営
業
活
動
管
理：

Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
キ
ー
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
タ
ー
）

の
設
定

◆
営
業
力
強
化
の
着
眼
点
と
し
て
は
、
以

下
の
五
点
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

�
商
談
の
着
地
を
明
確
に
持
つ

�
勝
て
る
土
俵
で
勝
負
す
る

�
商
談
の
組
み
立
て
を
見
直
す

�
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
の
活
用

�
営
業
プ
ロ
セ
ス
改
善
ス
テ
ッ
プ
（
状
況

の
想
定
票
作
成→

商
談
ス
ト
ー
リ
ー
作

成→

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
の
実
施→

ス

ト
ー
リ
ー
見
直
し
定
型
化→

小
さ
な
成

功
事
例→

水
平
展
開
）

フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ

ト
ナ
ム
、
タ
イ
に
比
べ
賃
金
上
昇
率
の
低

さ
と
豊
富
な
労
働
力
、
投
資
誘
致
機
関
に

よ
る
優
遇
措
置
な
ど
か
ら
、
現
在
、
日
系

企
業
の
投
資
先
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
お

り
ま
す
。

平
成
二
五
年
度
第
三
回
の
グ
ロ
ー
バ
ル

委
員
会
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

ジ
ェ
ト
ロ
海
外
調
査
部
ア
ジ
ア
大
洋
州
課

の
倉
沢
麻
紀
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

『
投
資
先
と
し
て
再
評
価
さ
れ
る
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
魅
力
〜
経
済
情
勢
・
投
資
環
境
を

踏
ま
え
て
』
と
題
し
て
、
九
月
五
日
�
一

四
時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
二
三
名
の
方
々
が

参
加
し
た
。
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の

通
り
。

◆
マ
ク
ロ
経
済
面
を
み
る
と
、
産
業
で
は

サ
ー
ビ
ス
産
業
、
需
要
項
目
別
で
は
個

人
消
費
が
成
長
を
牽
引
し
て
お
り
、
今

後
も
六
％
を
超
え
る
経
済
成
長
が
予
測

さ
れ
る
。

◆
消
費
市
場
で
は
、
中
間
層
が
拡
大
し
旺

盛
な
個
人
消
費
を
支
え
て
お
り
、
コ
ン

ビ
ニ
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な

ど
の
業
態
が
拡
大
し
て
い
る
。

◆
企
業
動
向
と
し
て
は
、
国
別
投
資
で
日

本
は
オ
ラ
ン
ダ
に
次
い
で
二
位
と
な
っ

て
お
り
、
業
種
別
で
は
製
造
業
へ
の
投

資
が
急
増
し
て
い
る
。
日
本
企
業
の
投

資
の
特
徴
と
し
て
は
、
電
子
部
品
、
医

療
製
品
に
加
え
、
Ｉ
Ｔ
―
Ｂ
Ｐ
Ｏ
産
業

へ
の
投
資
も
目
立
っ
て
増
加
し
て
お
り
、

進
出
企
業
の
七
割
以
上
の
企
業
が
黒
字

を
計
上
、
業
績
は
好
調
に
推
移
し
て
い

る
。

◆
投
資
環
境
と
し
て
は
、
労
働
力
が
豊
富

で
人
件
費
の
上
昇
が
緩
い
、
英
語
で
の

ビ
ジ
ネ
ス
が
可
能
、
そ
し
て
消
費
市
場

と
し
て
の
潜
在
力
が
高
い
と
い
っ
た
魅

力
が
あ
る
の
に
対
し
、
イ
ン
フ
ラ
未
整

備
、
高
額
な
電
気
料
金
、
裾
野
産
業
の

集
積
度
の
低
さ
等
の
課
題
も
存
在
し
て

い
る
。

な
お
、
講
演
終
了
後
、
埼
玉
県
県
民
生

活
部
国
際
課
長
矢
島
行
雄
氏
よ
り
、「
埼

玉
・
セ
ブ
も
の
づ
く
り
人
材
育
成
事
業
〜

国
際
的
産
学
官
連
携
事
業
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
」
に
つ
い
て
の
説
明
も
行
わ
れ
た
。

平
成
二
五
年
度
第
四
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委

員
会
は
、
一
〇
月
四
日
�
一
三
時
三
〇
分

よ
り
、
埼
玉
県
民
健
康
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
埼
玉
県
と
の
共
催
（
第
五

回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
で
「
ミ
ャ

ン
マ
ー
経
済
の
現
状
と
展
望
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
、
一
九
五
名
の
方
々
が
参
加

し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
ま
ず
上
田
清

司
埼
玉
県
知
事
の
主
催
者
挨
拶
で
始
ま
り
、

続
い
て
、
ウ
ィ
ン
・
ア
ウ
ン
駐
日
ミ
ャ
ン

マ
ー
連
邦
共
和
国
大
使
館
公
使
の
基
調
講

演
、
そ
の
後
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
現
状
〜
中

小
企
業
の
進
出
先
と
し
て
の
可
能
性
〜
」

説
明
す
る
矢
島
行
雄
埼
玉
県
国
際
課
長

営
業
力
強
化
に
対
す
る
経
営
者
の
関
心

の
高
さ
か
ら
七
五
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た

講
演
す
る
ジ
ェ
ト
ロ
・
倉
沢
麻
紀
氏

開
会
挨
拶
を
す
る
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事

基
調
講
演
を
す
る
ウ
ィ
ン
・
ア
ウ
ン
公
使

― ５ ―



第
三
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

平
成
二
五
年
度
均
等
両
立
推
進
企
業
表
彰
式
並
び

に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
推
進
セ
ミ
ナ
ー
開
催

埼
玉
大
学
と
の
合
同
特
別
公
開
講
座

平
成
二
五
年
度
第
一
講
開
催

―
「
企
業
の
社
会
的
責
任
を
考
え
る
〜
東
日
本

大
震
災
と
鉄
道
の
復
旧
と
の
関
連
で
」と
題
し
て

経
済
学
部
・
安
藤
陽
教
授
が
講
演

と
題
し
て
、
ジ
ェ
ト
ロ
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
主
任
調
査
研
究
員
工
藤
年
博
氏
よ
り
講

演
が
行
わ
れ
た
。

休
憩
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
移
り
、「
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
事
業
展

開
〜
魅
力
と
課
題
〜
」
を
テ
ー
マ
に
モ
デ

レ
ー
タ

ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
・
投
資
セ
ン

タ
ー
理
事
長
米
村
紀
幸
氏
と
パ
ネ
リ
ス
ト
、

ジ
ェ
ト
ロ
・
工
藤
年
博
氏
、
�
ア
ラ
イ
ズ

代
表
取
締
役
小
池
正
行
氏
、
茨
城
大
学
工

学
部
非
常
勤
講
師
テ
ィ
テ
ィ
・
レ
イ
氏
、

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
国
際
業
務
部
ミ
ャ

ン
マ
ー
デ
ス
ク
金
井
宏
樹
氏
の
四
氏
に
よ

る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
ま
た

会
場
か
ら
も
活
発
な
質
問
が
出
さ
れ
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ

れ
た
。

第
三
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

は
、
一
〇
月
二
三
日
�
一
三
時
三
〇
分
よ

り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お

い
て
埼
玉
労
働
局
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
、

九
四
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

委
員
会
は
、
ま
ず
代
田
雅
彦
埼
玉
労
働

局
長
の
開
会
挨
拶
に
始
ま
り
、
続
い
て
平

成
二
五
年
度
「
均
等
・
両
立
推
進
企
業
表

彰
」
表
彰
状
授
与
式
に
移
り
、「
均
等
推

進
企
業
部
門
埼
玉
労
働
局
長
優
良
賞
」
を

三
州
製
菓
�
、
�
武
蔵
野
銀
行
、
�
べ
ル

ー
ナ
の
三
社
が
、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ

ン
ド
リ
ー
企
業
部
門
埼
玉
労
働
局
長
奨
励

賞
」
を
津
田
工
業
�
が
受
賞
し
た
。

そ
の
後
、「
な
ぜ
女
性
管
理
職
が
増
え

な
い
の
か
？

均
等
と
両
立
の
取
り
組
み

を
」
を
テ
ー
マ
に
東
京
大
学
大
学
院
情
報

学
環
教
授
佐
藤
博
樹
氏
よ
り
講
演
が
行
わ

れ
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
だ
後
に
、「
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
必
要
性
と
そ
の
効

果
」
を
テ
ー
マ
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

佐
藤
博
樹
氏
、
三
州
製
菓
�
総
務
部
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
板
垣
千
恵
子
氏
、
�
武
蔵
野
銀

行
人
事
部
人
事
企
画
グ
ル
ー
プ
グ
ル
ー
プ

長
高
倉
啓
氏
、
�
ベ
ル
ー
ナ
人
事
部
課
長

羽
田
純
也
氏
の
三
氏
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し

て
パ
ネ
ル
デ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
五
年
九
月
十
八
日
�
一
四
時
か

ら
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
埼
玉
大
学
と
本
会
と
の
合
同
特
別
公

開
講
座
平
成
二
五
年
度
第
一
講
が
開
催
さ

れ
、
埼
玉
大
学
経
済
学
部
・
安
藤
陽
教
授

よ
り
、「
企
業
の
社
会
的
責
任
を
考
え
る

講
演
す
る
佐
藤
博
樹
氏

講
演
す
る
ジ
ェ
ト
ロ

工
藤
年
博
氏

開
会
挨
拶
を
す
る
代
田
雅
彦
埼
玉
労
働

局
長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

表
彰
を
受
け
る
�
ベ
ル
ー
ナ
取
締
役
経

営
企
画
室
長

島
野
武
夫
氏

パ
ネ
リ
ス
ト
の
各
氏

表
彰
を
受
け
る
三
州
製
菓
�
代
表
取
締

役

斉
之
平
伸
一
氏

表
彰
を
受
け
る
�
武
蔵
野
銀
行
常
務
取

締
役

中
村
元
信
氏

パ
ネ
リ
ス
ト
の
各
氏

― ６ ―



第
二
回
働
く
女
性
応
援
講
座

『
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
』を
テ
ー
マ
に

開
催

埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー

「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」を
テ
ー
マ
に

事
業
者
向
け
第
四
回
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

〜
東
日
本
大
震
災
と
鉄
道
の
復
旧
と
の
関

連
で
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、
三
〇

名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

箕
輪
氏
か
ら
は
、「
株
式
会
社
に
お
け

る
所
有
・
支
配
構
造
」「
企
業
支
配
論
か

ら
企
業
統
治
（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン

ス
）
論
へ
の
展
開
」「
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
鉄
道
の
復
旧
と
企
業
の
社
会
的
責

任
」「
企
業
の
社
会
的
責
任
を
考
え
る
」

等
の
視
点
か
ら
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
会
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会
と

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
共
催

で
、「
第
二
回
働
く
女
性
応
援
講
座
〜
自

身
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
」
が
九

月
一
八
日
�
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
一
〇
時
か
ら
開
催
さ
れ
、
四
〇
名

が
参
加
し
た
。

本
講
座
は
終
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
わ

れ
、
ま
ず
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
染
谷

裕
子
氏
か
ら
講
義
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
十

六
時
ま
で
、「
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ

ン
描
く
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も
に
、
自
身
の

キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
に
コ
ラ
ー
ジ

ュ
（
雑
誌
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
絵
を
切
り

抜
き
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
に
貼
る
）
を
作
成

し
た
。

埼
玉
県
、
本
会
、
連
合
埼
玉
が
協
働
し

て
、
複
雑
多
様
化
す
る
労
働
問
題
に
関
す

る
知
識
の
普
及
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
健

全
な
労
使
関
係
の
確
立
に
寄
与
す
る
と
と

も
に
、
職
場
に
お
け
る
問
題
を
自
主
的
に

解
決
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
「
埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー
」・

事
業
者
・
人
事
労
務
担
当
者
向
け
第
四
回

目
セ
ミ
ナ
ー
が
九
月
六
日
�
、
午
後
、
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
の
市
民
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
本
会
会
員
と
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
応
募
し
た
方
も
含
め
五

八
名
が
参
加
し
た
。

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
平
成
二
四
年

度
の
個
別
労
働
紛
争
の
相
談
状
況
で
は
、

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
あ
た
る
「
い
じ

め
・
嫌
が
ら
せ
」
に
関
す
る
相
談
が
初
め

て
最
多
と
な
っ
た
。
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
が
発
生
す
る
と
、
社
員
の
心
の
健
康
を

害
し
、
職
場
全
体
の
士
気
の
低
下
な
ど
、

生
産
性
の
悪
影
響
が
及
ぶ
だ
け
で
な
く
、

休
職
や
退
職
に
至
れ
ば
大
き
な
損
失
と
な

る
。ま

た
、
企
業
が
適
切
に
対
処
し
な
け
れ

ば
使
用
者
と
し
て
法
的
責
任
を
問
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
回
は
、

弁
護
士
の
今
井
靖
博
氏
を
講
師
に
、
企
業

の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
か
ら
考

え
る
「
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
た
。
今
井
靖
博

弁
護
士
は
、
第
二
東
京
弁
護
士
会
に
所
属

し
、
山
田
・
尾
�
法
律
事
務
所
で
勤
務
し

て
い
る
。
三
三
歳
の
若
手
だ
が
、
企
業
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
に
関
す
る
指
導
・
助
言
な
ど
予
防
法

務
を
中
心
に
様
々
な
事
件
を
幅
広
く
取
り

扱
い
、
活
躍
し
て
い
る
。

主
な
講
義
内
容
は
以
下
の
通
り
、
�
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
の
現
状
、
�
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
？
、
�
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
、
�

企
業
の
リ
ス
ク（
法
的
責
任
・
マ
イ
ナ
ス

影
響
）、
	
事
例
・
判
例
に
見
る
パ
ワ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、


効
果
的
な
予
防
対
策

と
適
切
な
対
処
法
、
�
演
習
で
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
。

今
井
弁
護
士
か
ら
は
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
経
営
上
の
重
大
な
課
題
と
し
て
認

識
す
る
こ
と
の
重
要
性
、
効
果
的
な
予
防

対
策
、
発
生
後
の
適
切
な
対
処
法
な
ど
に

つ
い
て
事
例
や
判
例
を
踏
ま
え
詳
細
な
解

説
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
平
成
二
五
年
度
の
「
埼
玉
県
労

働
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、
事
業
者
向
け
講
座
を

六
回
、
勤
労
者
向
け
講
座
は
四
一
回
、
そ

し
て
、十
二
月
に
予
定
し
て
い
る
事
業
者
・

勤
労
者
共
通
課
題
講
座
を
含
め
、
全
四
八

講
座
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

講
演
す
る
安
藤
陽
氏

講
師
の
今
井
靖
博
弁
護
士

参
加
者
が
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン

を
も
と
に
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
作
成

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講
演
風
景

会
場
の
様
子

― ７ ―
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こ
の
人
は
川
口
生
ま
れ
の
川
口
育
ち
。
だ
か
ら
こ

そ
、
鋳
物
の
街
川
口
に
対
す
る
思
い
も
強
い
。

小
原
歯
車
工
業
の
創
業
者
・
小
原
富
蔵
氏
の
孫
と

し
て
生
ま
れ
、
初
孫
に
喜
ん
だ
祖
父
富
蔵
氏
は
毎
日

の
よ
う
に
幼
い
孫
を
工
場
に
連
れ
て
行
き
、
遊
び
相

手
に
も
な
っ
て
く
れ
た
。
も
の
ご
ご
ろ
付
く
前
か
ら

川
口
の
工
場
が
遊
び
場
だ
っ
た
。
幼
な
心
に
工
場
の

に
お
い
も
音
も
含
め
て
の
空
気
感
が
居
心
地
良
く
、

「
大
き
く
な
っ
て
も
自
分
は
こ
の
工
場
で
何
か
を
し

た
い
」
と
漠
然
と
考
え
て
い
た
と
い
う
。
祖
父
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
を
継
承
す
る
現
職
へ
の
道
は
子
供
の
頃
に
は
す

で
に
確
立
さ
れ
て
い
た
。

中
学
、
高
校
を
経
て
も
の
づ
く
り
の
後
継
者
へ
の

思
い
は
益
々
強
く
な
り
、
日
本
大
学
生
産
工
学
部
卒

業
の
時
点
で
覚
悟
が
で
き
た
。
二
代
目
社
長
の
父
か

ら
は
、「
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
、
英
語
く
ら
い
わ
か

ら
な
い
と
経
営
者
と
し

て
通
用
し
な
い
」
と
言

わ
れ
、
大
学
卒
業
後
、

イ
ギ
リ
ス
に
一
年
間
語

学
留
学
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ

ス
流
の
考
え
方
も
学
ん

だ
。帰

国
後
、
小
原
歯
車

工
業
に
入
社
、
入
社
後

一
年
間
は
米
国
の
得
意

先
で
武
者
修
行
を
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
そ
の
一

年
間
で
、
米
国
人
社
長

と
日
本
人
社
長
と
の
差

を
体
感
し
、「
両
方
の
良

さ
を
兼
ね
備
え
た
経
営
者
に
な
り
た
い
」
と
強
く
感

じ
た
。
具
体
的
に
は
、
合
理
的
で
大
ら
か
、
Ｏ
Ｎ
・

Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
切
り
替
え
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
米
国
型

と
、
き
め
細
や
か
で
真
面
目
か
つ
勤
勉
、
義
理
人
情

に
厚
い
日
本
型
で
あ
る
。

米
国
で
の
武
者
修
行
か
ら
帰
国
後
、
大
阪
営
業
所

に
配
属
さ
れ
、
こ
こ
で
は
大
阪
商
人
の
気
質「
商
い
」

を
学
び
、
川
口
独
特
の
職
人
気
質
と
の
差
も
痛
感
し
、

川
口
気
質
の
良
悪
両
面
を
真
剣
に
分
析
し
た
。

そ
の
後
、
製
造
部
、
取
締
役
営
業
部
長
、
常
務
取

締
役
を
経
て
、
二
〇
〇
一
年
八
月
、
三
代
目
社
長
の

叔
父
を
後
継
し
、
三
九
歳
の
若
さ
で
四
代
目
社
長
に

就
任
し
た
。

社
長
に
就
任
し
た
平
成
十
三
年
は
、
そ
れ
ま
で
順

調
だ
っ
た
事
業
が
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
の
影
響
を
受
け
、

売
り
上
げ
が
極
端
に
落
ち
込
み
、
赤
字
す
れ
す
れ
の

状
態
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
新
社
長
が

強
力
に
推
進
し
た
の
が
川
口
工
場
の
再
生
で
あ
る
。

そ
れ
は
、「
生
ま
れ
育
っ
た
川
口
に
生
産
拠
点
を
残

し
た
い
」
と
い
う
社
長
の
強
い
思
い
で
も
あ
っ
た
。

野
田
工
場
に
生
産
統
合
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、

「
野
田
に
移
転
す
れ
ば
、
通
勤
の
関
係
か
ら
も
優
れ

た
技
術
を
持
っ
た
社
員
た
ち
も
辞
め
て
し
ま
う
。
自

分
が
幼
い
頃
に
可
愛
が
っ
て
く
れ
た
社
員
を
辞
め
さ

せ
た
く
な
い
」
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
と
い
う
。

川
口
工
場
は
従
来
の
操
業
を
続
け
な
が
ら
、
大
規

模
な
設
備
更
新
を
行
い
、
約
二
年
の
月
日
を
か
け
て

大
改
修
が
終
了
し
た
。
野
田
工
場
で
製
造
し
た
標
準

歯
車
を
川
口
工
場
で
追
加
工
す
る
と
い
う
大
胆
な
発

想
で
、
そ
れ
ま
で
お
客
様
が
加
工
業
者
に
依
頼
し
て

い
た
も
の
を
小
原
歯
車
が
一
貫
し
て
受
注
す
る
シ
ス

テ
ム
「
歯
車
工
房
」
を
川
口
工
場
に
導
入
し
た
。
そ

の
後
も
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
新
型
加

工
機
械
な
ど
を
次
々
と
装
備
し
、
少
量
・
多
品
種
・

短
納
期
に
対
応
す
る
未
来
型
工
場
へ
と
進
化
し
た
。

工
事
完
了
後
は
、
受
注
が
そ
れ
ま
で
よ
り
五
〇
％
近

く
ア
ッ
プ
し
、
生
産
性
も
向
上
し
た
こ
と
か
ら
、
社

長
の
英
断
が
大
成
功
の
結
果
を
生
ん
だ
。

小
原
社
長
の
経
営
方
針
は「
信
頼
と
満
足
の
提
供
」。

つ
ま
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
＆
Ｃ
Ｓ
（
顧
客

満
足
）・
Ｅ
Ｓ
（
従
業
員
満
足
）・
Ｓ
Ｓ
（
社
会
満
足
）

の
実
践
で
あ
る
。「
企
業
は
社
会
貢
献
す
る
義
務
が

あ
り
、
か
つ
、
私
的
な
も
の
で
は
な
く
、
公
的
な
も

の
」。「
近
年
、
企
業
の
不
祥
事
が
続
い
て
い
る
が
、

利
益
だ
け
を
追
い
求
め
、『
社
会
貢
献
』
を
忘
れ
て

い
る
結
果
」
と
、
強
く
叱
責
す
る
。

そ
の
社
会
貢
献
の
実
践
の
一
つ
が
、
年
間
五
〇
組
、

五
〇
〇
名
以
上
の
工
場
見
学
を
受
け
入
れ
て
い
る
と

こ
ろ
。
小
学
生
、
中
学
生
、
高
校
生
、
そ
し
て
、
得

意
先
や
関
係
団
体
な
ど
、
要
望
が
あ
れ
ば
拒
ま
ず
、

川
口
の
未
来
型
工
場
を
見
て
も
ら
っ
て
い
る
。「
良

い
工
場
だ
な
あ
、
と
い
う
印
象
が
子
ど
も
達
の
職
業

観
を
養
い
、
将
来
の
夢
や
就
職
へ
と
繋
が
り
、
得
意

先
や
関
係
団
体
に
対
し
て
は
『
工
場
営
業
』
と
い
う

考
え
方
に
も
繋
が
っ
て
い
る
」
と
胸
を
張
っ
た
。

歯
車
業
界
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
は
、「
人
間
が

豊
か
さ
を
求
め
る
限
り
機
械
は
そ
の
豊
か
さ
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
も
の
と
し
て
ニ
ー
ズ
は
継
続
す
る
。
世
界

に
は
ま
だ
ま
だ
機
械
化
が
必
要
な
地
域
が
存
在
し
、

今
後
は
海
外
展
開
の
拡
大
も
視
野
に
入
れ
、
よ
り
良

い
商
品
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。
歯
車
は
機
械
部
品

の
中
で
は
�
古
典
芸
能
�
だ
が
、
そ
の
伝
統
を
守
り

つ
つ
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

趣
味
は
、
野
球
（
掛
布
選
手
に
憧
れ
阪
神
フ
ァ
ン

と
な
り
、
現
在
で
も
社
内
軟
式
野
球
部
で
は
内
野
手

と
し
て
活
躍
中
）、
ゴ
ル
フ
（
ゴ
ル
フ
歴
二
五
年
、

念
願
の
シ
ン
グ
ル
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
る
。
心
技
体
を

鍛
え
る
た
め
の
独
自
の
実
践
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
メ
ル

マ
ガ
で
発
信
中
）。
そ
し
て
動
植
物
。
自
宅
で
う
さ

ぎ
を
飼
育
し
て
い
る
ほ
か
、
カ
ブ
ト
ム
シ
や
ク
ワ
ガ

タ
を
養
殖
。
毎
年
、
知
人
や
友
人
の
子
ど
も
達
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
。
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
の
飼
育
歴
も

二
十
年
だ
と
い
う
。

さ
ら
に
、
自
宅
の
庭
で
本
格
的
な
家
庭
菜
園
と
ミ

カ
ン
な
ど
の
果
物
づ
く
り
に
も
精
を
出
し
て
い
る
。

趣
味
も
多
趣
味
で
、
何
で
も
興
味
を
抱
き
受
け
入
れ

る
と
い
う
姿
勢
と
活
力
を
感
じ
た
。

〔
ご
略
歴
〕

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
七
年
）
七
月
二
六
日
生
ま
れ

埼
玉
県
川
口
市
出
身

一
九
八
五
年

日
本
大
学
生
産
工
学
部
機
械
工
学
科

卒
業

・
卒
業
後
、
イ
ギ
リ
ス
に
一
年
間
語

学
留
学

一
九
八
六
年

小
原
歯
車
工
業
株
式
会
社
入
社
、
米

国
の
得
意
先
に
て
一
年
間
研
修

一
九
八
七
年

大
阪
営
業
所
勤
務

・
製
造
部
生
産
管
理
課
、
営
業
部
取

締
役
営
業
部
長
を
経
て

一
九
九
八
年

常
務
取
締
役
に
就
任

二
〇
〇
一
年

代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
、
同
年
、

�
Ｋ
Ｈ
Ｋ
野
田
の
代
表
取
締
役
社
長

に
就
任

二
〇
〇
七
年

Ｋ
Ｈ
Ｋ
�
の
代
表
取
締
役
社
長
に
就

任

〔
主
な
公
職
〕

・
�
日
本
歯
車
工
業
会

副
会
長

・
彩
の
国
工
場
振
興
協
議
会

幹
事

・
川
口
市
商
工
資
金
審
査
会

副
会
長

・（
公
財
）
川
口
産
業
振
興
公
社

理
事

・
川
口
商
工
会
議
所

常
議
員

・
川
口
機
械
工
業
組
合

理
事

・
�
川
口
中
小
企
業
共
済
協
会

理
事

・
日
刊
工
業
新
聞
社

産
業
人
ク
ラ
ブ

副
会
長
、
同
埼
玉
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

会
長

小
原
歯
車
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

小
原
敏
治
氏

小
原
歯
車
工
業
�

小
原
敏
治
代
表
取
締
役
社
長

― ８ ―
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当
社
は
、
昭
和
１０
年（
１
９
３
５
年
）、

鋳
物
の
街
・
川
口
で
創
業
い
た
し
ま
し

た
。
創
業
当
時
か
ら
歯
車
製
造
一
筋
の

会
社
で
す
。
創
業
し
て
間
も
な
い
頃
、

英
式
旋
盤
用
替
え
歯
車
の
製
造
・
販
売

を
開
始
し
、
１
９
５
５
年
に
は
自
社
で

設
計
開
発
し
た
「
Ｋ
Ｈ
Ｋ
標
準
歯
車
」

の
製
造
・
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
規

格
さ
れ
た
歯
車
を
見
込
み
で
生
産
し
、

在
庫
し
て
、
即
納
体
制
を
整
え
る
、
今

も
こ
の
標
準
歯
車
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

引
き
継
い
で
お
り
ま
す
。

そ
の
後
、
Ｋ
Ｈ
Ｋ
標
準
歯
車
は
時
代

と
と
も
に
進
化
し
、モ
ジ
ュ
ー
ル
化（
イ

ン
チ
サ
イ
ズ
か
ら
ミ
リ
サ
イ
ズ
に
変

更
）
が
図
ら
れ
、
新
素
材
の
採
用
（
Ｍ

Ｃ
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
）
を
採
用
し
、
そ
の

種
類
を
増
や
し
て
参
り
ま
し
た
。
現
在

で
は
１
５
０
品
目
９
７
０
０
種
の
歯
車

を
ラ
イ
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
４
５
０
０

種
の
歯
車
が
即
納
品
で
す
。
ま
た
、
標

準
歯
車
へ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
加
工
付
き
の

Ｊ
シ
リ
ー
ズ
が
５
０
０
０
種
あ
り
、
受

注
後
３
日
間
で
出
荷
で
き
る
生
産
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
て
お
り
ま
す
。

製
造
拠
点
は
、
埼
玉
県
川
口
市
の
本

社
工
場
、
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
り
標
準

歯
車
専
門
工
場
で
あ
る
�
Ｋ
Ｈ
Ｋ
野
田

（
千
葉
県
野
田
市
）、
営
業
拠
点
は
本

社
営
業
部
（
関
東
以
北
）、
大
阪
（
大

阪
以
西
）
と
名
古
屋
に
営
業
所
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
他
、
貿
易
商
社
Ｋ
Ｈ
Ｋ
�

が
あ
り
、
Ｋ
Ｈ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
３
社
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

Ｋ
Ｈ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
３
社
全
て
の
部
門

で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
０
（
品
質
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
）、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

０
（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）

を
認
証
取
得
し
て
お
り
、
Ｃ
Ｓ
（
顧
客

満
足
）・
Ｅ
Ｓ
（
従
業
員
満
足
）・
Ｓ
Ｓ

（
社
会
満
足
）
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

経
営
の
実
現
の
た
め
、
経
営
方
針
「
信

頼
と
満
足
の
提
供
」
に
基
づ
い
た
企
業

活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

お
客
様
の
技
術
的
な
サ
ポ
ー
ト
ツ
ー

ル
と
し
て
、
全
製
品
の
仕
様
や
技
術
デ

ー
タ
を
ま
と
め
た
「
Ｋ
Ｈ
Ｋ
総
合
カ
タ

ロ
グ
」
を
発
行
し
て
お
り
、
カ
タ
ロ
グ

と
し
て
、
ま
た
は
、
設
計
技
術
本
や
歯

車
図
鑑
と
し
て
幅
広
く
ご
利
用
い
た
だ

き
、
年
間
２
万
部
以
上
を
無
料
配
布
し

て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公

開
す
る
「
ウ
ェ
ブ
カ
タ
ロ
グ
」
で
は
、

標
準
歯
車
の
検
索
の
他
、
強
度
計
算
、

図
面
作
製
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
デ
ー
タ
出
力
な
ど

の
機
能
も
利
用
で
き
ま
す
。

２
０
０
２
年
、
創
業
の
地
で
あ
る
川

口
市
で
も
モ
ノ
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
、

「
川
口
工
場
全
面
改
修
計
画
（
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
Ｋ
）」
を
始
動
し
、
積
極
的
な

設
備
投
資
を
行
い
、
法
規
制
を
守
り
、

お
客
本
位
、
か
つ
、
社
員
が
働
き
や
す

い
職
場
を
目
指
し
て
、
２
０
０
４
年
に

新
社
屋
が
完
成
し
、
オ
ー
ダ
ー
歯
車
の

製
造
、
標
準
歯
車
の
在
庫
管
理
、
標
準

歯
車
の
追
加
工
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

お
客
様
の
ご
要
望
へ
柔
軟
に
対
応
す

る
た
め
、
改
修
工
事
中
に
得
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
、
工
場
内
レ
イ
ア
ウ
ト
を

直
ぐ
に
変
更
で
き
る
に
し
ま
し
た
。
そ

の
変
幻
自
在
な
工
場
は
、
マ
ス
コ
ミ
か

ら
「
カ
メ
レ
オ
ン
工
場
」
と
呼
ば
れ
、

数
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
に
紹
介
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
若
手
技
術
者
育
成
の

場
と
し
て
、
社
内
で
ロ
ボ
ッ
ト
格
闘
技

戦
を
開
催
す
る
な
ど
、
も
の
づ
く
り
を

通
じ
て
、
様
々
な
分
野
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
お
り
ま
す
。

Ｋ
Ｈ
Ｋ
は
今
後
と
も
製
品
と
共
に

「
信
頼
と
満
足
」
を
お
届
け
申
し
上
げ

ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

会員企業紹介

「
全
て
の
方
々
に
信
頼
と
満
足
を

提
供
す
る
企
業
活
動
を
行
い
ま
す
」
小原歯車
工業�

本
社
・
川
口
工
場

製
造
歯
車
の
集
合
写
真

― ９ ―



往
路
船
内
研
修
の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

今
年
で
三
四
回
目
を
迎
え
た
「
小
笠
原
〜

き
づ
き
・
ふ
り
か
え
り
〜
洋
上
研
修
」
は
、

七
月
、
八
月
、
九
月
の
事
前
集
合
研
修
お
よ

び
通
信
教
育
受
講
を
終
え
、
十
月
三
日
〜
八

日
の
六
日
間
で
小
笠
原
洋
上
・
島
内
研
修
を

実
施
し
た
。

今
次
の
研
修
団
は
研
修
生
が
昨
年
よ
り
九

名
増
え
四
六
名
、
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
総
勢
五

六
名
で
編
成
さ
れ
、
小
笠
原
往
復
の
船
内
研

修
と
小
笠
原
村
・
父
島
で
の
島
内
研
修
な
ど

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し
た
。

今
次
の
研
修
は
、
立
て
続
け
に
発
生
し
た

台
風
二
三
号
、
二
四
号
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

た
が
、
幸
い
に
も
影
響
は
少
な
く
往
復
と
も

予
定
通
り
の
航
海
と
な
っ
た
。

出
航
日
の
十
月
三
日
当
日
は
、
台
風
一
過

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
陽
射
し
に
も
恵
ま
れ

た
。
今
年
も
竹
芝
桟
橋
か
ら
の
出
航
を
前
に

小
笠
原
定
期
船
「
お
が
さ
わ
ら
丸
」（
六
七

〇
〇
ト
ン
）
を
眼
の
前
に
臨
む
埠
頭
公
園
で

結
団
式
が
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
今
次
団
長
を

お
願
い
し
た
朝
川
哲
一
講
師
（
組
織
文
化
工

学
研
究
所
代
表
）
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
柴

田
隆
至
小
笠
原
海
運
�
常
務
取
締
役
か
ら
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
頂
戴
し
、
さ
ら
に
、
お
見

送
り
の
方
を
代
表
し
て
、
ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
�
の
佐
宗
紀
子
指
定
管
理
部
課

長
代
理
か
ら
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

小
笠
原
へ
向
か
う
海
上
の
波
高
は
二
�
程

度
で
、予
想
よ
り
穏
や
か
な
海
上
状
態
と
な
り
、

往
路
の
予
定
さ
れ
た
洋
上
研
修
は
ほ
ぼ
計
画

通
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
船
は
二
五
時

間
半
の
航
海
を
経
て
、十
月
四
日
、定
刻
の
一

一
時
三
〇
分
に
小
笠
原
・
父
島
に
到
着
し
た
。

今
年
は
小
笠
原
諸
島
日
本
復
帰
四
五
周
年

の
返
還
記
念
行
事
と
重
な
り
、
我
々
研
修
団

の
訪
問
と
同
じ
日
程
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、

太
田
昭
宏
国
土
交
通
大
臣
や
二
〇
二
〇
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
を
成
功
さ
せ
た
ば
か

り
の
猪
瀬
直
樹
東
京
都
知
事
ら
、
多
く
の
来

賓
が
訪
島
し
た
。
十
月
五
日
の
記
念
式
典
前

に
は
記
念
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
総
勢
四
七

〇
名
を
超
え
る
参
加
者
が
返
還
を
祝
っ
て
い

た
。
ち
な
み
に
、
父
島
の
総
人
口
は
約
二
〇

〇
〇
名
で
あ
る
。

今
次
洋
上
研
修
は
、
往
復
の
海
上
も
良
好

で
、
父
島
の
島
内
研
修
で
は
時
折
ス
コ
ー
ル

に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、
屋
外
研
修
も
含
め
、

ほ
ぼ
予
定
通
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
で
き
た
。

こ
の
研
修
は
、
六
〜
七
名
で
チ
ー
ム
編
成
、

船
内
で
六
日
間
寝
食
を
共
に
す
る
。
そ
し
て
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体

験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
目
標
設
定
と
達
成
度
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
問
題
解
決
な
ど
を
船
内
洋

上
研
修
と
島
内
体
験
学
習
に
よ
り
実
践
す
る
。

小
笠
原
村
父
島
で
の
島
内
研
修
で
は
、
世

界
自
然
遺
産
と
な
っ
た
小
笠
原
諸
島
で
原
始

の
姿
を
残
す
そ
の
特
異
な
自
然
環
境
と
貴
重

な
動
植
物
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
島

内
で
行
わ
れ
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト
を
通
し
て
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
大
切
さ
や
役
割
分
担
の
重
要
性
、
主
体

的
で
積
極
的
な
行
動
の
必
要
性
な
ど
を
学
ぶ
。

ま
た
、
毎
年
温
か
く
歓
迎
し
て
い
た
だ
く
小

笠
原
村
の
村
民
の
方
と
ふ
れ
合
い
、
伝
統
芸

能
の
披
露
や
地
元
の
特
産
品
な
ど
を
紹
介
し

て
い
た
だ
く
。

十
月
五
日
に
行
わ
れ
た
現
地
の
方
と
の
交

歓
会
で
は
、
森
下
一
男
小
笠
原
村
長
、
安
藤

光
一
小
笠
原
村
商
工
会
長
、
金
子
隆
小
笠
原

村
観
光
協
会
会
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に

ご
参
加
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
研
修
生
が

洋
上
で
練
習
し
た
郷
土
芸
能
の
南
洋
踊
り
を

披
露
し
、
そ
の
成
果
を
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
コ
ン

テ
ス
ト
と
し
て
、
村
の
方
に
評
価
し
て
い
た

だ
い
た
。
村
か
ら
は
、
本
格
的
な
フ
ラ
ダ
ン

ス
や
迫
力
あ
る
小
笠
原
太
鼓
な
ど
も
披
露
し

て
い
た
だ
い
た
。

こ
れ
ら
、
洋
上
で
の
船
内
研
修
や
小
笠
原

の
大
自
然
と
い
う
非
日
常
空
間
で
自
ら
の
き

づ
き
・
ふ
り
か
え
り
を
行
い
、
自
己
革
新
を

始
動
す
る
き
っ
か
け
を
つ
か
む
。
ま
た
、
十

一
月
ま
で
実
施
さ
れ
る
五
か
月
間
に
お
よ
ぶ

研
修
を
通
し
て
、
次
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
心
構
え
を
学
び
、
自
社
で
の
実
践
に

活
か
し
さ
ら
に
異
業
種
の
メ
ン
バ
ー
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
。

十
月
三
日
�
〜
四
日
�

�
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、ス
タ
ッ
フ
紹
介
・

メ
ッ
セ
ー
ジ

�
チ
ー
ム
活
動
の
目
標
設
定

ａ
�
チ
ー
ム
運
営
目
標
、
個
人
目
標
の
確

認
と
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト（
約
束
宣
言
）

ｂ
�
チ
ー
ム
目
標
、
個
人
目
標
の
発
表
と

ふ
り
か
え
り

�
ア
ド
バ
イ
ス
カ
ー
ド
の
作
成
・
交
換
―
一

（
自
己
理
解
、
他
者
理
解
、
相
互
理
解
）

�
目
標
設
定
の
総
括

�
役
割
担
当
者
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

	
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
習

ノ
ン
バ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

「
絵
に
よ
る
伝
達
」



チ
ー
ム
ワ
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト（
南
洋
踊
り
）

の
練
習

小
笠
原
き
づ
き
・
ふ
り
か
え
り
洋
上
研
修

世
界
自
然
遺
産
・
小
笠
原
で

三
四
回
目
の
洋
上
・
島
内
研
修

第３４次小笠原洋上研修団

―１０―



小
笠
原
・
父
島
島
内
で
の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

復
路
船
内
研
修
の
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

十
月
四
日
�
〜
七
日
�

�
島
内
見
学

�
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
ヒ
ー
リ
ン
グ
（
星
空
見
学

会
）

�
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
（
チ
ー
ム
対
抗
野
外
体

験
学
習
）

�
ラ
リ
ー
表
彰
式

�
課
外
活
動

�
現
地
交
歓
会
・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
コ
ン
テ
ス

ト
�
「
た
こ
の
葉
」
細
工
体
験

	
研
修
団
記
念
撮
影

な
ど

十
月
七
日
�
〜
九
日
�

�
お
が
さ
わ
ら
丸

船
内
見
学

�
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
ふ
り
か
え
り

�
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
評

価
�
島
内
研
修
の
ふ
り
か
え
り

�
ア
ド
バ
イ
ス
カ
ー
ド
の
作
成
・
交
換
―
二

（
自
己
理
解
、
他
者
理
解
、
相
互
理
解
）

�
行
動
開
発
計
画
表
の
解
説
と
能
力
要
件
の

ふ
り
か
え
り

�
研
修
で
の
成
果
と
反
省

ａ
�
チ
ー
ム
目
標
、
個
人
目
標
の
ふ
り
か

え
り

ｂ
�
達
成
度
と
課
題
の
発
表

	
研
修
の
総
括
・
ま
と
め

な
ど

復
路
の
洋
上
は
、
南
海
上
に
発
生
し
た
温

帯
低
気
圧
の
影
響
も
あ
り
、
多
少
の
う
ね
り

が
発
生
し
た
が
、
八
丈
島
を
越
え
た
付
近
か

ら
は
穏
や
か
と
な
り
、
復
路
研
修
も
計
画
通

り
進
め
ら
れ
、
予
定
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全

て
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
船
は
ほ
ぼ
定

刻
の
十
月
八
日
、
午
後
十
五
時
三
〇
分
に
竹

芝
桟
橋
に
到
着
し
、
下
船
時
に
は
研
修
生
と

ス
タ
ッ
フ
が
固
い
握
手
を
か
わ
し
、
第
三
四

次
小
笠
原
洋
上
研
修
団
は
解
散
し
た
。

小
笠
原
往
復
六
日
間
と
い
う
非
日
常
空
間

で
寝
食
を
共
に
し
た
研
修
生
は
、
期
間
中
体

験
し
た
様
々
な
研
修
や
課
題
を
や
り
切
っ
た

と
い
う
達
成
感
か
ら
か
、
事
前
研
修
や
往
き

の
船
で
の
態
度
・
姿
勢
・
表
情
な
ど
が
あ
き

ら
か
に
変
わ
り
、
同
じ
チ
ー
ム
内
、
そ
し
て
、

ス
タ
ッ
フ
を
含
め
た
研
修
団
全
体
で
も
一
体

感
が
生
ま
れ
た
。

な
お
、
十
一
月
六
日
に
は
、
こ
の
研
修
の

最
後
と
な
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
（
第
四

回
集
合
研
修
）
が
行
わ
れ
、
こ
こ
に
は
、
派

遣
企
業
の
総
務
人
事
担
当
者
の
方
や
、
メ
ン

バ
ー
の
直
属
上
司
の
方
に
も
聴
講
し
て
い
た

だ
き
、
自
分
の
強
み
、
弱
み
、
職
場
で
実
践

す
べ
き
こ
れ
か
ら
の
行
動
目
標
な
ど
を
ま
と

め
た
「
行
動
開
発
計
画
表
」
の
個
人
発
表
が

行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
ふ
り
か
え
り
の
研
修

や
、
研
修
全
体
の
総
括
、
修
了
式
な
ど
も
行

わ
れ
た
。

リ
ー
ダ
ー
お
よ
び
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
と

と
も
に
、
異
業
種
交
流
と
い
う
意
味
合
い
も

も
つ
こ
の
小
笠
原
洋
上
研
修
を
他
企
業
と
の

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
や
人
脈
の
構

築
に
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

小
笠
原
洋
上
研
修
概
要

こ
の
研
修
は
、
本
会
が
「
次
代
を
担
う
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
職
場
リ
ー
ダ

ー
や
リ
ー
ダ
ー
候
補
を
対
象
に
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心
の
体
験
・

自
己
参
画
型
研
修
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、

今
年
で
三
十
四
年
目
を
迎
え
た
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
基

本
を
事
前
研
修
や
通
信
教
育
で
学
び
、
さ
ら

に
真
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
な
ど
を
世
界
自
然
遺
産
と
な

っ
た
「
小
笠
原
」
と
い
う
非
日
常
空
間
で
体

験
的
に
学
習
す
る
。
参
加
者
は
今
次
も
含
め

て
過
去
二
、
一
八
六
名
の
実
績
が
あ
る
。

■
実
施
期
間：
平
成
二
十
五
年
七
月
〜
十
一

月■
研
修
団
派
遣
地：
東
京
都
小
笠
原
村
・
父

島■
研
修
使
用
船：

小
笠
原
海
運


お
が
さ
わ

ら
丸

六
、
七
〇
〇
ト
ン

■
参
加
者：

二
五
社
・
四
六
名

■
第
三
十
四
次
洋
上
研
修
団：

五
六
名

■
協
賛（
順
不
同
）：

小
笠
原
村
、
小
笠
原
村

商
工
会
、
小
笠
原
村
観
光
協
会
、
小
笠
原
村

ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会
、
産
業
能
率

大
学
、
日
通
旅
行
、
小
笠
原
海
運

第
三
十
四
次
研
修
日
程
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要

六
月
〜

通
信
教
育
受
講
・
提
出

テ
キ
ス
ト
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
知

識
�
・
�
」

◇
第
一
回
集
合
研
修
・
七
月
三
一
日

＊
開
講
式

＊
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

研
修
の
ね
ら
い
と
目
標

研
修
概
要
の
説
明

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
の
確
認

＊
個
人
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
発
表

＊
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
講
義

�
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
」

演
習
と
ま
と
め

�
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
定
義
」

目
標
設
定
、
演
習
と
ま
と
め

＊
通
信
教
育

学
習
の
す
す
め
方

＊
洋
上
・
島
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
�

◇
第
二
回
集
合
研
修
・
八
月
二
二
日

＊
チ
ー
ム
づ
く
り

＊
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
義
と
演
習

「
管
理
監
督
者
の
基
本
的
役
割
」

「
職
場
活
性
度
診
断
」（
演
習
）

「
管
理
監
督
行
動
の
再
確
認
�
」

「
管
理
監
督
行
動
の
再
確
認
�
」

「
組
織
と
管
理
に
関
す
る
考
え
方
の
変
遷
」

「
管
理
プ
ロ
セ
ス
の
実
践
」

「
部
下
指
導
」

「
問
題
解
決
」

＊
洋
上
・
島
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
�

◇
第
三
回
集
合
研
修
・
九
月
一
九
日

＊
講
義

「
個
人
目
標
・
チ
ー
ム
目
標
の
考
え
方
」

「
個
人
目
標
・
チ
ー
ム
目
標
の
設
定
」

＊
「
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
�
〜
リ
ラ

ク
セ
ー
シ
ョ
ン
体
験
」

＊
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
解
説
�

基
本
ル
ー
ル
と
注
意
事
項
な
ど

＊
洋
上
・
島
内
ガ
イ
ダ
ン
ス
�

＊
通
信
教
育
進
捗
状
況
説
明

◇
小
笠
原
洋
上
・
島
内
研
修

十
月
三
日
〜
八
日
（
六
日
間
）

〔
概
要
は
前
述
〕

◇
第
四
回
集
合
研
修
・
十
一
月
六
日

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
〜
職
場
実
践
へ
の

キ
ッ
ク
オ
フ
〜

＊
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ふ
り
か
え
り
研
修
」

＊
講
義

「
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
�
」

＊
講
義
・
発
表

「
行
動
開
発
計
画
表
の
発
表
」
と
ま
と
め

「
こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
像
」

＊
「
ま
と
め
・
総
活
」

＊
通
信
教
育
修
了
式

＊
洋
上
研
修
修
了
式

＊
第
三
四
次
修
了
パ
ー
テ
ィ

竹
芝
で
の
結
団
式

第
３４
次
ス
タ
ッ
フ

―１１―



〔参加者〕企業名５０音順

企 業 名 参加者

アイル・コーポレーション�
西 康博

新井 典嗣

牛山電工� 松本 浩幸

AGS�
木村 宗興

早野 友行

NTTスポーツコミュニティ�（大宮アルディージャ） 池田 正人

クリーンシステム�
豊泉 弘行

岩下 誠

�コーセー 狭山事業所

三橋 卓弘

下酒井亮一

岡澤 晃

サイデン化学�

野沢 純一

高柳 剛

西澤 武史

坂戸ガス�
富岡 久志

大澤 秀治

幸手都市ガス� 川合 健太

�トッパンエレクトロニクスプ
ロダクツ

舩木 悟

真々田和弘

�トッパンコミュニケーション
プロダクツ

佐藤 寛臣

小原 慧

�トッパン・テクニカル・デザインセンター 牧野 真大

日信ソフトエンジニアリング� 島� 泰

第３４次 小笠原洋上研修 参加者およびスタッフ名簿

企 業 名 参加者

�日本キャンパック

鷺島 俊明

野中 鎮

阿佐見武彦

五月女周作

遠藤 大介

日本信号�久喜事業所

中川 勝行

森 健志

中村 和弘

日本畜産興業� 森本 恭二

日本ピストンリング� 新井 良美

初雁興業� 岡部 慎也

�ハーベス 岡島 順一

�ビージーエンジニアリング 石川 孝臣

�ピックルスコーポレーション
関谷 広希

岡村 仁

武州ガス�
飯塚 薫

斉藤 真一

武州産業� 三ツ木政彦

社会福祉法人隼人会 まきば園 古藤 祥彦

社会福祉法人隼人会 岩槻まき
ば園

大坂 穏典

遠藤千香子

社会福祉法人隼人会 鴻巣まきば園 根岸 陵

三国アセプティック� 板橋 真

〔スタッフ（洋上・島内研修スタッフ）〕

所属・役職氏 名役 割

組織文化工学
研究所 代表朝川 哲一団長・講師

組織文化工学
研究所
チーフコンサ
ルタント

中川 健二

講 師
ウエルネス
コーディネー
ター

渡辺 浩子

社会福祉法人
隼人会まきば
園

本橋 隆行

研修・運営 日通旅行�阿部 雅一

日通旅行�富永 良子

小笠原海運�高岩 賢一

（一社）埼玉県
経営者協会宮田 信久

事 務 局 （一社）埼玉県
経営者協会新井 秀明

（一社）埼玉県
経営者協会町田 恭子

７
／
３１
第
１
回
集
合
研
修

（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
講
議
）

８
／
２２
第
２
回
集
合
研
修

（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
議
）

９
／
１９
第
３
回
集
合
研
修

（
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

往
路
洋
上
研
修

（
チ
ー
ム
目
標
・
個
人
目
標

の
発
表
）

復
路
洋
上
研
修

（
チ
ー
ム
目
標
・
個
人
目
標

の
ふ
り
か
え
り
）

往
路
洋
上
研
修

（
チ
ー
ム
目
標
の
設
定
）

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

（
ス
タ
ー
ト
前
選
手
宣
誓
）

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

（
ゴ
ー
ル
シ
ー
ン
）

現
地
交
歓
会

（
小
笠
原
村
の
皆
さ
ん
と
）

―１２―



埼
玉
県
の
最
低
賃
金

（
平
成
２
５
年
度
）

埼
玉
県
最
低
賃
金

時
間
額
（
円
）

埼
玉
県
内
で
働
く
全
て
の
労
働
者
（
下
記
の

「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ
る
人
を

除
く
。）
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

発
効
日

7
8
5

２
５
．１
０
．２
０

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

時
間
額
（
円
）

次
の
人
達
に
は
、
上
記
の
「
埼
玉
県
最
低
賃

金
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

発
効
日

非
鉄
金
属
製
造
業

（
非
鉄
金
属
第
１
次
製
錬
・
精
製
業
、
非
鉄
金
属
素
形
材

製
造
業
及
び
そ
の
他
の
非
鉄
金
属
製
造
業
を
除
く
。）

8
4
2

１
．
１８
歳
未
満
又
は
６５
歳
以
上
の
者

２
．
雇
入
れ
後
３
月
未
満
の
も
の
で
あ
っ
て
、

技
能
習
得
中
の
も
の

３
．
清
掃
又
は
片
付
け
の
業
務
や
手
作
業
に

主
と
し
て
従
事
す
る
者

４
．
製
造
業
に
つ
い
て
は
、
手
作
業
に
よ
る

包
装
、
袋
詰
め
、
箱
詰
め
又
は
運
搬
の

作
業
に
主
と
し
て
従
事
す
る
者

２
５
．１
２
．１
５

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械

器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

（
医
療
用
計
測
器
製
造
業
（
心
電
計
製
造
業
を
除
く
）
を

除
く
。）

8
4
6

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

（
産
業
用
運
搬
車
両
・
同
部
分
品
・
付
属
品
製
造
業
及
び

そ
の
他
の
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
（
自
転
車
・
同
部
分

品
製
造
業
を
除
く
）
を
除
く
。）

8
5
7

光
学
機
械
器
具
・
レ
ン
ズ
、
時
計
・
同
部
分
品
製

造
業

8
5
7

各
種
商
品
小
売
業

（
衣
・
食
・
住
に
わ
た
る
各
種
の
商
品
を
小
売
す
る
事
業

が
該
当
す
る
。）

8
1
0

自
動
車
小
売
業

（
二
輪
自
動
車
小
売
業
（
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
）
を

除
く
。）

8
5
7

（
注
１
）
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、
時
間
外
・
深
夜
・
休
日
手
当
、
臨
時
又
は
１
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

（
注
２
）
著
し
く
労
働
能
力
が
低
い
人
な
ど
に
つ
い
て
、
埼
玉
労
働
局
長
の
許
可
を
受
け
た
場
合
に
は
、
最
低
賃
金
の
特
例
許
可
金
額
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

埼
玉

労
働

局

― １３―



青
年
経
営
者
部
会

全
国
大
会（
兵
庫
）開
催

―
来
年
は
埼
玉
で
開
催

青
年
経
営
者
部
会
の
九
月
例
会
が
九

月
五
日
�
午
後
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
に

お
い
て
二
十
名
が
参
加
し
、
日
本
の
文

化
と
芸
術
に
親
し
む
講
談
師
神
田
あ
お

い
氏
の
体
験
講
談
と
懇
親
会
の
二
部
構

成
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

第
一
部
は
藤
池
一
誠
副
部
会
長
（
デ

サ
ン
・
社
長
）
の
司
会
・
進
行
で
執
り

行
わ
れ
た
。
今
回
の
企
画
は
、
日
頃
プ

レ
ゼ
ン
、
会
議
等
々
で
、
腹
の
底
か
ら

声
が
出
せ
る
と
い
う
の
も
、
経
営
者
の

重
要
な
資
質
の
一
つ
で
あ
り
、
講
談
の

体
験
を
通
じ
て
、
そ
の
資
質
を
高
め
よ

う
と
い
う
藤
池
副
部
会
長
の
発
案
に
よ

り
行
わ
れ
た
。

開
会
で
川
本
武
彦
部
会
長
（
サ
イ
サ

ン
・
社
長
）
は
、
日
頃
の
激
務
で
体
に

も
、
心
に
も
、
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
日
の

講
談
で
、
ス
ト
レ
ス
を
発
散
し
、
元
気

を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い
と
挨
拶
さ
れ
た
。

講
師
の
神
田
あ
お
い
氏
は
、
埼
玉
県

岩
槻
市
（
現
さ
い
た
ま
市
）
の
出
身
で
、

若
手
女
子
講
談
師
の
ユ
ニ
ッ
ト
「
講
談

女
伊
達
」
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
参
加
、

現
在
は
岩
槻
人
形
大
使
、
岩
槻
ね
ぎ
親

善
大
使
と
し
て
も
活
躍
中
で
す
。
古
典

だ
け
で
な
く
、
新
作
講
談
に
も
意
欲
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
新
進
気
鋭
の
女
子

講
談
師
で
す
。

当
日
は
、
講
談
を
聴
く
だ
け
で
な
く
、

実
際
に
講
談
を
参
加
者
に
体
験
し
て
い

た
だ
き
、
肉
体
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、

大
い
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
ス
ト
レ
ス
の

解
消
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
声
を
だ
し
て
、
講
談
を
体

験
し
た
水
村
真
太
郎
会
計
監
事
（
か
に

や
・
専
務
）
よ
り
謝
辞
が
行
わ
れ
、
第

一
部
は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
、
三
原
宏
治
幹

事
（
日
本
自
動
車
管
理
・
社
長
）
の
司

会
・
進
行
で
執
り
行
わ
れ
、
栗
原
志
功

会
計
監
事
（
も
し
も
ん
・
社
長
）
に
よ

り
、
乾
杯
と
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

歓
談
で
は
、
部
会
員
は
も
と
よ
り
、

神
田
あ
お
い
氏
を
囲
ん
で
、
和
気
藹
々

の
懇
親
会
が
続
い
た
。

な
お
、
本
例
会
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ

た
役
員
会
議
に
よ
り
、
十
月
に
開
催
さ

れ
る
神
戸
全
国
大
会
で
の
埼
玉
開
催
Ｐ

Ｒ
方
法
・
企
画
を
、
懇
親
会
で
案
に
基

づ
き
、
全
員
で
練
習
を
行
っ
た
。

最
後
に
、
矢
部
利
人
（
丸
和
工
業
・

社
長
）
に
よ
る
挨
拶
・
中
締
め
が
行
わ

れ
、
九
月
例
会
は
盛
会
裏
の
う
ち
に
お

開
き
と
な
っ
た
。

第
三
十
八
回
経
営
者
協
会
青
年
部
会

全
国
大
会
が
、
十
月
十
八
日
�
・
十
九

日
�
の
両
日
、
兵
庫
県
経
営
者
協
会
青

年
部
会
が
主
管
と
な
り
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸
で
開
催
さ
れ

た
。
同
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
若
手
経

営
者
を
中
心
に
二
百
十
四
名
が
参
加
し

た
。当

埼
玉
か
ら
は
、
川
本
武
彦
部
会
長

（
サ
イ
サ
ン
・
社
長
）
を
は
じ
め
、
矢

部
利
人
（
丸
和
工
業
・
社
長
）、
藤
池

一
誠（
デ
サ
ン
・
社
長
）、
眞
子
岳
志（
真

工
社
・
社
長
）、
内
藤

岳（
内
藤
環
境

管
理
・
常
務
）
各
副
部
会
長
、
坂
本
哲

郎
幹
事（
カ
ツ
ミ
テ
ク
ノ
・
専
務
）、
栗

原
志
功
会
計
監
事（
も
し
も
ん
・
社
長
）、

三
友
哲
哉
部
会
員
（
八
千
代
紡
織
・
営

業
部
長
）、
庄
司
祐
子（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ス

タ
ー
ヨ
ガ
・
社
長
）、
山
崎
ま
こ
と（
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ー
ヨ
ガ
・
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）
と
親
会
事
務
局
の
宮
田
、
事

務
局
鈴
木
、
計
十
二
名
が
参
加
し
た
。

第
一
日
目
は
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

正
副
部
会
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
兵
庫

県
青
年
部
会
の
井
浪
謙
祐
部
会
長
（
神

戸
共
同
印
刷
・
社
長
）
が
開
会
の
挨
拶

を
行
っ
た
。
続
い
て
、
全
国
十
一
（
愛

知
・
茨
城
・
岐
阜
・
京
都
・
高
知
・
埼

玉
・
堺
・
千
葉
・
奈
良
・
兵
庫
・
石
川
）

の
青
年
部
会
長
か
ら
各
地
の
活
動
状
況

青
年
経
営
者
部
会
・
九
月
例
会

「
日
本
の
文
化
と
芸
術
に
親
し
む
、

神
田
あ
お
い
氏
の
体
験
講
談
と
懇
親

会
」
開
催

開
会
挨
拶
す
る
川
本
部
会
長

講
談
す
る
神
田
あ
お
い
氏

講
談
を
体
験
す
る
水
村
会
計
監
事

講
談
を
体
験
す
る
栗
原
会
計
監
事

記
念
講
演
の
青
山
繁
晴
氏

懇
親
会
の
様
子

来
年
の
埼
玉
大
会
を
Ｐ
Ｒ

す
る
参
加
者
一
同

―１４―
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新
入
社
員

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
開
催

の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

午
後
二
時
三
十
分
か
ら
全
国
大
会
の

式
典
が
始
ま
り
、
主
催
者
挨
拶
を
井
浪

謙
祐
部
会
長
が
行
い
、
続
い
て
、
兵
庫

県
経
営
者
協
会
寺
崎
正
俊
会
長
が
歓
迎

の
挨
拶
を
述
べ
、
井
戸
敏
三
兵
庫
県
知

事
と
矢
田
立
郎
神
戸
市
長
が
来
賓
の
挨

拶
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
参
加
青
年
部

会
紹
介
が
あ
り
、
正
副
部
会
長
会
議
の

報
告
が
な
さ
れ
た
。

続
い
て
、
�
独
立
総
合
研
究
所

代

表
取
締
役
社
長
兼
首
席
研
究
員

青
山

繁
晴
氏
が
、「
日
本
の
出
番
、祖
国
は
甦

る
」
と
題
し
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

氏
の
講
演
は
、
推
測
や
憶
測
で
は
な

く
、
自
身
が
直
接
、
当
事
者
と
合
っ
て

得
た
第
一
情
報
、
あ
る
い
は
現
場
を
回

っ
て
得
た
情
報
を
も
と
に
分
析
と
予
測

を
し
、
行
っ
て
い
る
と
話
さ
れ
た
。

懇
親
会
は
「K

O
BE
de

絆
２
０
１

３
」
の
横
断
幕
の
下
、
大
学
の
チ
ア
リ

ー
ダ
ー
チ
ー
ム
に
よ
り
始
ま
り
、
会
場

中
央
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
リ
ン
グ
上
で
、

地
元
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
に
よ
る
格
闘
が
行

わ
れ
た
。

そ
の
後
、
来
年
の
平
成
二
十
六
年
十

一
月
十
三
日
�
・
十
四
日
�
に
埼
玉
で

開
催
さ
れ
る
第
三
十
九
回
全
国
大
会
の

Ｐ
Ｒ
を
埼
玉
の
参
加
者
全
員
で
行
っ
た
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
じ
つ
は
、
す
ご
い

ぞ
！
埼
玉
」
の
横
断
幕
と
、
の
ぼ
り
、

そ
し
て
、
お
そ
ろ
い
の
オ
レ
ン
ジ
色
の

ジ
ャ
ン
バ
ー
で
統
一
し
、
川
本
部
会
長

の
指
揮
の
も
と
、
藤
池
副
部
会
長
と
栗

原
会
計
監
事
の
情
熱
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン

と
、
参
加
者
全
員
で
、
す
ご
い
埼
玉
を

宣
伝
し
、
来
年
の
埼
玉
へ
の
参
加
を
Ｐ

Ｒ
し
た
。

最
後
に
、
サ
ン
バ
チ
ー
ム
と
共
に
各

地
の
部
会
長
が
舞
台
に
上
り
、
熱
い
サ

ン
バ
ダ
ン
ス
を
踊
り
、
参
加
者
全
員
で

ジ
ェ
ッ
ト
風
船
を
飛
ば
し
、
熱
気
と
興

奮
の
中
、
会
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

翌
日
の
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
、
日

本
最
古
の
ゴ
ル
フ
場
「
神
戸
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
」
で
の
記
念
ゴ
ル
フ
と
、
甲
子
園

球
場
ス
タ
ジ
ア
ム
ツ
ア
ー
、
灘
の
酒
造

を
巡
り
、「
粕
汁
鍋
」
の
昼
食
を
堪
能

し
、
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
て
、

兵
庫
県
・
神
戸
で
の
全
国
大
会
は
幕
を

閉
じ
た
。

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を

一
〇
月
二
八
日
、
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
で
開
催
し
た
。

入
社
後
半
年
が
経
ち
、
職
場
や
仕
事

に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
、
戦
力
と
し
て
大

き
く
期
待
さ
れ
る
半
面
、
色
々
な
疑
問

や
不
安
を
抱
く
よ
う
に
な
る
こ
の
時
期

に
「
入
社
後
の
仕
事
を
振
り
返
り
、
よ

り
良
い
仕
事
を
遂
行
す
る
た
め
の
考
え

方
や
ス
キ
ル
を
学
び
、
今
ま
で
以
上
に

積
極
的
に
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ
う
意

欲
の
向
上
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に
開

催
、
参
加
し
た
三
六
名
が
様
々
な
課
題

に
取
り
組
ん
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
従
来
の
内
容
に
新

た
な
テ
ー
マ
と
し
て
「
効
率
的
な
仕
事

を
す
る
た
め
に
」
を
取
り
入
れ
、
そ
の

他
、
以
下
の
内
容
に
取
り
組
ん
だ
。「
入

社
後
の
職
場
生
活
を
振
り
返
り
、
見
直

し
を
図
る
」「
職
場
で
期
待
さ
れ
る
心

構
え
と
役
割
の
再
確
認
」「
仕
事
を
円

滑
に
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
理
解

す
る
」「
正
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の

知
識
と
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
を
再
確
認
す

る
」。り

そ
な
総
合
研
究
所
�
パ
ー
ト
ナ
ー

講
師
・
古
澤
美
奈
子
人
材
教
育
研
究
所

代
表
古
澤
美
奈
子
氏
に
よ
る
講
義
は
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を

通
し
て
体
験
的
に
理
解
頂
く
参
加
者
主

役
型
で
進
め
ら
れ
、「
体
験
と
振
り
返

り
」
を
重
ね
る
こ
と
で
気
づ
い
た
こ
と

を
職
場
で
の
具
体
的
な
実
践
に
繋
げ
る

と
い
う
内
容
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
で
は

「
あ
な
た
に
期
待
さ
れ
る
役
割
」
と
し

て
、

１
�
積
極
的
な
取
組
み
姿
勢

２
�
仕
事
の
実
践
者

３
�
職
場
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

実
践
者

４
�
先
輩
の
補
佐
役

５
�
明
る
い
職
場
づ
く
り
の
一
員

６
�
自
己
啓
発

に
つ
い
て
具
体
的
議
義
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
今
の
自
分
の
改
善

点
に
気
づ
け
た
こ
と
が
大
き
な
収
穫
に

な
っ
た
」「
社
内
で
も
『
効
率
を
上
げ

る
よ
う
に
』
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
で
、

効
率
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
と
て
も

参
考
に
な
っ
た
。
自
分
の
仕
事
を
も
う

一
度
見
直
し
た
い
」「
自
分
が
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
行
動
に
移
し
て
い
こ
う

と
思
っ
た
」「
仕
事
で
失
敗
し
た
こ
と
、

苦
労
し
た
こ
と
、
工
夫
し
て
い
る
こ
と

に
関
し
て
グ
ル
ー
プ
で
共
有
で
き
た
こ

と
が
励
み
に
な
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
出
さ
れ
る
な
ど
、
貴
重
な
「
振
り
返

り
と
気
づ
き
の
場
」
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

〔
参
加
会
社
・
組
織
〕

�
ア
ズ
企
画
設
計
�
、
牛
山
電
工
�

�
、
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
�
�
、
�
大
泉
工

場
�
、
一
般
財
団
法
人
さ
い
た
ま
住

宅
検
査
セ
ン
タ
ー
�
、
�
高
脇
基
礎

工
事
�
、
東
京
イ
ン
キ
�
	
、
�
ニ

チ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
�
、
中

原
建
設
�
�
、
�
フ
ォ
レ
ス
ト
�
、

�
プ
ラ
コ
ー
�
、
も
し
も
ん
�


、

も
の
つ
く
り
大
学
�

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
三
六
名
。

積
極
的
な
取
組
み
姿
勢
の
重

要
性
を
再
確
認
す
る
た
め
の

教
育
ゲ
ー
ム

効
率
的
な
仕
事
を
す
る
た
め

に
仕
事
の
優
先
順
位
を
考
え

る

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て

気
づ
い
た
こ
と
を
話
し
合
い

発
表

名
刺
交
換
等
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス

キ
ル
を
再
確
認
す
る

―１５―
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日本産業と中小企業の研

究は、企業の方々との交

流の上に成り立つもので

あり、そこから新たな発

展の道筋が生まれればと

願っています。

学歴・略歴

加藤 秀雄

（かとう ひでお）

１９７４年法政大学工学部経

営工学科卒業。１７７４年ト

ーヨーサッシ株式会社社

員、１９７７年東京都商工指

導所職員、１９９８年九州国

際大学経済学部教授、

２００１年福井県立大学経済

学部教授、２００７年大阪商

業大学総合経営学部教授、

２００９年埼玉大学経済学部

教授。専門分野：中小企

業論

私の研究スタイルは、フィール
ドワークによる企業調査を通じて、日本産業と中
小企業の発展の行方を探るというものです。その
時々のテーマに対応した企業の方々と数多く交流
を重ねていくことが日々の研究といっても過言で
はありません。
２０１１年夏には、自動車、電機に代表される機械
産業の量産領域を強く意識し、量産領域の日本産
業と中小企業の国内外事業展開の行方をまとめま
したが、暫くしますと非量産領域の今後をどのよ
うに研究していくかが頭の大半を占めていくこと
になります。とはいえ、すぐにテーマに即した産
業分野を選び出すことができず、相変わらず中小
企業の方々との交流を重ねていました。
２０１２年初夏、偶然にも工作機械産業と半導体製
造装置産業を訪問する機会が得られ、この両産業
を比較することで非量産領域の日本産業と中小企
業の国内外事業展開の行方を追うという新たなテ
ーマによる研究がスタートすることになりました。
９０年代のはじめ、工作機械産業と半導体製造装
置産業の内需依存は７割を超えていましたが、現
在ではそれぞれ３割強、２割強というように大き
く低下しています。９０年代当時の工作機械産業の

外需の多くは、NC装置付き高級機、中級機の欧
米輸出を基軸とするものでしたが、現在では海外
生産を拡大している日系企業向け輸出、拡大を続
けるアジア市場への輸出が加わるなど広がりをみ
せています。また、急角度で成長するアジア市場
における低価格、高品質というボリュームゾーン
での市場獲得競争に踏み込むか否かの難しい局面
に立っています。
他方、半導体製造産業については、日本半導体
メーカーとの取引を基軸としていた時代から、海
外有力半導体メーカーを基軸とした寡占化の進展
と、各製造装置の寡占化という構図の中で、国内
生産を維持し続けることができるかの岐路に立っ
ています。
たとえ、過去の両産業を訪問してきた蓄積があ
るにしても、はたして２年ほどでなにかしらの成
果が得られる
かどうかは心
許ない限りで
すが、今それ
が私の最大の
関心事になっ
ています。

経営理念の組織展開、ス

テークホルダーに照準を

合わせたコーポレート・

コミュニケーション（PR・

広報）の展開

学歴・略歴

水村 典弘

（みずむら のりひろ）

２００３年 明治大学大学院

商学研究科博士後期課程

修了 博士（商学）

２００４年４月から現職

CSRという三文字略語は、もは
や時代遅れなのかもしれません。なぜなら、CSR
に取って代わるCSV（Creating Shared Value：共
通価値創造の戦略）のコンセプトがゆっくりと、
しかし確実に企業人の間に浸透しているからです。
日本では、コンプライアンス（法令順守）もCSR
に包括されます。FCPA（海外腐敗行為防止法）
の動向やタックスヘイブン（租税回避地）の報道
を注視していた方がいるかもしれません。また、
食品表示制度や公正競争規約（公競規）施行規則
等の内容確認に追われた方もいるでしょう。「社
内ルールが現場で徹底されているのか」、「ルール
自体が現場の実態に即しているのか」など、内部
監査に奔走した方もいるかもしれません。
法に背けば、法に定めるペナルティーが科せら
れます。しかし、CSR活動には、法に相当する
規範がなく、罰則規定も設けられていません。本
を正せば、CSRという英語は、企業の社会貢献・
慈善活動を意味していました。したがって、冒頭
の段落で使用したCSRの内容も社会貢献・慈善
活動に限定されます。こうした文脈で、次のよう

な問いを投げ掛けてみたいと思います。「なぜ御
社はCSR活動に経営資源を投入しているのです
か？」、「CSR部門の社内での位置付けは？」、「CSR
活動のKPI（主要業績指標）は？」、「CSR活動の
費用対効果は？」……。
CSRに込める想いは会社の来歴や経営者によ
って異なります。また、CSR活動の内容を指標
化して算盤を弾く態度は好ましくないかもしれま
せん。しかし、株主・投資家や取引先銀行等の立
場に立てば、先に挙げた問いの第１が関心事かも
しれません。冒頭に示したCSVのコンセプトは、
「善行は己を益する」の視点で構想されています。
CSVは、社会課題解決の延長線上に継続的な収
益確保を見据えているので、事業戦略の新たなフ
レームワークと言い換えることもできます。統合
報告の導入が本格化している今、「CSR活動に経
営資源を投入
する意味」も
問われている
のかもしれま
せん。

埼玉大学研究者との出会いの広場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第７７７７７７７７７７７７９９９９９９９９９９９９回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

半導体製造装置産業と
工作機械産業の国内外事業展開に関しての研究

埼玉大学経済学部経営学科 加 藤 秀 雄 教授

CSRと CSV（共通価値創造の戦略）
埼玉大学経済学部経営学科 水 村 典 弘 准教授
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私事で恐縮ですが、筆者はこの３月まで民間企業の生産技術
部門に２６年間勤務していました。そこで常々感じていたことは、
生産技術におけるバランスの重要性と全体最適の難しさです。
私は学生時代、野球（中高）、柔道（大学）のクラブで練習
に明け暮れ、最近はといえばジョギングを嗜んでいます。どの
スポーツを取ってもバランスが大切です。例えば、体重を軽く
すれば早く走れるだろうと減量するとスタミナ切れ、スタミナ
をつけようとするとオーバーウエイトで体が重く、無計画に練
習量を増やすと怪我、…などです。また私の大好きな相撲には
「心技体」という有名な言葉があります。バランスをとる妙が
あるからこそ、奥が深い、面白い、難しいとも言えるのでしょ
う。
スポーツにせよ、生産技術にせよ、バランスを全て完璧にと
ることは不可能です。そこで全体最適を念頭におきながら構成
要素の優先順位をつけることになります。時間軸も鑑みなけれ
ばなりませんから、短期と中長期での優先順位決めになろうか
と思います。バランスや優先順位を考えるときには、できるだ

け客観的・定量的な判断が求められます。主観的判断では、い
かようにも個人に都合の良いように話をもっていけるからです。
企業では，定量化も睨んで統計解析が盛んに使われていました。
私の専門の一つの精密位置制御においても、要素技術にも関
わらずコスト・開発時間はもちろんのこと、精度、速度、スト
ーローク、外乱抑制
性等とバランスが問
われます。また精密
機械システムでは、
さらに全体最適が強
く求められます。私
自身、大学教員とし
ても、産学・地域連
携、教育、研究のバ
ランス・全体最適を
念頭に歩んでいきた
いと思っています。

日本はすでに地震活動期に入ったといわれ、昨今では地震防
災の重要性が叫ばれています。下図は、１６００年以降に南関東で
発生したマグニチュードM６以上の地震を時系列で並べたも
のです。これから分かるように、ほぼ１００年間隔で活動期と静
穏期を繰り返し、活動期に入ると、M６～M７クラスの内陸直
下地震が立て続けに増え始めます。そして、関東地方に最も深
刻な被害をもたらす、M８クラスの海溝型巨大地震の襲来によ
って、再び静穏期を迎えます。すなわち、１９２３年関東地震（関
東大震災）の発生をもって、事実上、静穏期を迎えたことにな
ります。
M８クラスの巨大地震は約２００年間隔ですから、関東大震災
の再来には、まだ１００年ほど時間的余裕があります。しかしな
がら歴史の教えるところでは、それ以前にはM７クラスの直
下地震が増えて災厄を与えます（１８９４年東京地震など）。県内
では、埼玉県北部直下で発生した、１９３１年西埼玉地震（M６．９）
がこれにあたります。この地震では、関東地方の広い範囲で震

度５を記録し、死者１６名、全壊家屋７６棟、笠原・深谷・鴻巣・
吹上で被害が大きく、液状化現象も報告されています。
このように歴史を振り返ると、いま憂慮すべきは内陸直下地
震となりますが、その被害の様相は地震規模だけでなく、地形
や地盤、都市構造や建物、気象や発生時刻など、極めて多くの
要因に左右されます。これらのうち、市民が対策すべきことは、
建物の耐震化に努めることです。住居の建つ地域の液状化危険
度を知り、建物の耐震
性を確保し、室内では
家具の転倒被害を防止
する。このようなこと
が簡単にチェックでき
る、災害対策ツールの
開発が急務であり、い
ま市民目線の技術開発
が望まれています。

「ものつくり大学」へようこそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６００００００００００００回回回回回回回回回回回回

バランスと全体最適
製造学科 佐久田 茂 教授

佐久田 茂（さくた しげる）教授・工学博士 東京大学工学部精密機械工学科卒業、同大学院精密機械工学専攻修士課程修了。
株式会社東芝を経て、２０１３年４月よりものつくり大学教授。精密機械システムが専門。技術士（機械部門）。
（連絡先：０４８‐５６４‐３８４８／sakuta@iot.ac.jp）

地震災害に備える
建設学科 長谷川 正 幸 教授

長谷川正幸（はせがわ まさゆき）教授・工学博士 日本大学理工学部建築学科卒業、同大学院理工学研究科修士課程修了。清
水建設株式会社を経て、２０１３年４月よりものつくり大学教授。地震・耐震工学、とくに建物と地盤・基礎・杭の動的相互作用問
題が専門。機構認定の防災士。

精密位置制御要素試験機

南関東で発生した被害地震（M６以上）
中央防災会議資料に加筆
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 第67回

「
加
夢
（
カ
ム
）」。
こ
れ
は
、

オ
オ
ツ
カ
ハ
イ
テ
ッ
ク
の
創
業
者
、

現
大
塚
則
夫
社
長
の
祖
父
が
つ
く

っ
た
造
語
で
あ
る
。

回
転
運
動
を
往
復
運
動
・
揺
動

運
動
な
ど
に
変
換
す
る
メ
カ
ニ
カ

ル
エ
レ
メ
ン
ト
、そ
れ
が「
カ
ム
」

の
定
義
で
、
カ
ム
を
見
れ
ば
そ
の

国
の
工
業
水
準
が
わ
か
る
、
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
繊
細
か
つ
重
要
な
部

品
で
あ
る
。
創
業
者
の
熱
い
思
い

が
「
加
夢
（
夢
を
加
え
る
）」
と

い
う
言
葉
に
託
さ
れ
て
い
る
。

取
材
で
当
社
を
訪
ね
工
場
見
学

を
し
た
際
、
素
人
な
が
ら
そ
の
機

械
加
工
設
備
の
台
数
と
充
実
度
に

驚
い
た
。
約
七
〇
〇
〇
�
の
工
場

内
に
は
、
大
型
の
五
面
加
工
機
が

三
台
、
五
軸
加
工
機
が
四
台
、
タ

ー
ニ
ン
グ
が
一
一
台
、
立
形
研
削

盤
が
四
台
、
研
削
盤
、
研
削
機
、

三
次
元
測
定
機
な
ど
、
最
新
鋭
の

加
工
機
械
・
測
定
機
械
な
ど
約
七

〇
台
を
装
備
し
て
い
る
。
客
先
の

多
様
な
要
望
に
応
え
る
た
め
の
設

備
投
資
だ
と
い
う
。

カ
ム
の
専
業
メ
ー
カ
ー
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
た
当
社
だ
が
、
高
い

精
密
度
と
耐
久
性
へ
の
追
及
を
し

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
技
術
力
を
活

か
し
、
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
も
対

応
で
き
る
設
備
で
の
一
貫
生
産
体

制
を
軸
に
、
現
在
で
は
精
度
が
要

求
さ
れ
る
大
型
部
品
加
工
や
各
種

ユ
ニ
ッ
ト
製
品
、
自
動
化
・
省
力

化
機
械
な
ど
に
も
対
応
し
て
い
る
。

「
日
々
進
化
し
続
け
る
機
械
と

幅
広
い
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
は
、
新

技
術
へ
の
挑
戦
と
と
も
に
中
小
企

業
と
し
て
の
生
き
残
り
を
か
け
た

戦
略
」
と
語
る
の
は
、
平
成
二
〇

年
に
三
八
歳
で
社
長
に
就
任
し
た

大
塚
則
夫
社
長
。
カ
ム
主
体
の
製

造
ラ
イ
ン
か
ら
、
幅
広
い
分
野
に

対
応
す
る
ラ
イ
ン
へ
の
転
換
を
実

行
し
て
い
る
。「
国
内
で
の
生
き

残
り
を
図
る
た
め
に
は
、
海
外
展

開
よ
り
も
さ
ら
に
技
術
を
磨
き
、

ニ
ー
ズ
を
再
発
掘
す
る
こ
と
が
優

先
だ
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
も
一
層
の
設
備
更
新
は
必
要
。

そ
し
て
、
従
業
員
の
資
格
取
得
奨

励
や
講
習
会
へ
の
参
加
促
進
な
ど
、

全
社
的
な
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
よ
り

付
加
価
値
の
高
い
製
品
を
生
み
出

し
て
い
き
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ

た
。
ま
た
、「
充
実
し
た
オ
フ
か

ら
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ

る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
従
業
員

が
充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
る
よ

う
、
労
働
条
件
や
労
働
環
境
、
そ

し
て
優
れ
た
福
利
厚
生
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。

久
喜
市
の
久
喜
菖
蒲
工
業
団
地

に
所
在
す
る
日
本
鋳
鉄
管
�
は
、

昭
和
十
二
年
創
立
、
今
年
で
創
業

七
六
年
の
歴
史
を
誇
る
。
戦
前
は

内
燃
機
関
用
ピ
ス
ト
ン
お
よ
び
ピ

ス
ト
ン
リ
ン
グ
を
製
造
、
戦
後
、

昭
和
二
四
年
か
ら
ガ
ス
・
水
道
用

鋳
鉄
管
の
製
造
を
開
始
し
た
。

水
道
、
ガ
ス
の
本
管
な
ど
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
の
一
翼
を
担
う
商
品
を

製
造
し
て
い
る
当
社
に
と
っ
て
、

お
客
様
か
ら
の
「
信
頼
」
は
生
命

線
。
環
境
配
慮
、
技
術
開
発
、
品

質
向
上
、
企
業
責
任
な
ど
の
全
て

を
満
た
す
事
業
運
営
は
難
し
い
が
、

「
信
頼
」
を
維
持
・
継
続
す
る
た

め
敢
え
て
そ
れ
ら
を
企
業
理
念
と

し
て
掲
げ
て
い
る
。

日
本
鋳
鉄
管
は
品
質
や
信
頼
性

向
上
へ
の
手
段
と
し
て
、
製
造
履

歴
や
納
入
履
歴
を
管
理
す
る
「
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
」
の
改
善
を

推
進
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

従
来
、
小
口
径
管
（
七
五
〜
二
五

〇
�
）
は
二
〇
〇
本
ご
と
の
ロ
ッ

ト
単
位
で
番
号
管
理
し
て
い
た
も

の
を
、
一
本
ご
と
の
管
理
に
切
り

替
え
、
製
造
工
程
に
お
け
る
成
分

や
温
度
、
鋳
造
時
間
、
塗
装
温
度

な
ど
を
一
元
管
理
し
デ
ー
タ
化
し

て
い
る
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
納

入
事
業
体
に
も
デ
ー
タ
を
開
示
し

て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
る

た
め
に
は
、
多
大
の
ヒ
ト
・
も
の
・

金
・
時
間
を
割
き
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
も
上
が
り
、
費
用
対
効
果

が
期
待
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
社
長
方
針
と
し
て「�
コ

ス
ト
よ
り
信
頼
を
�
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
お
客
様
目
線
で
の
品
質
保

証
へ
の
ス
テ
ッ
プ
」
と
し
て
推
進

し
た
。

さ
ら
に
、
品
質
向
上
へ
の
次
の

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
防
錆
効
果
を

向
上
さ
せ
る
亜
鉛
溶
射
に
よ
る
鋳

鉄
管
の
外
表
面
塗
装
や
鉄
蓋
の
開

閉
を
容
易
に
し
つ
つ
ガ
タ
つ
き
を

防
止
す
る
「
Ｅ
Ｖ
Ｓ
（
鉄
蓋
支
持

構
造
）」
な
ど
の
新
技
術
も
導
入

し
て
い
く
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
清
野

邦
夫
取
締
役
製
造
本
部
長
は「
様
々

な
品
質
向
上
技
術
へ
の
挑
戦
に
よ

り
、
副
次
的
に
従
業
員
の
技
術
習

得
や
品
質
管
理
に
対
す
る
意
識
の

向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
」
と
語
り
、

「
全
て
に
お
い
て
、
き
ち
っ
と
し

た
姿
勢
で
も
の
づ
く
り
で
き
る
企

業
風
土
と
そ
れ
を
支
え
る
人
材
の

育
成
を
目
指
し
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
た
。

な話題 北 中 南 西

北
部
株
式
会
社
オ
オ
ツ
カ
ハ
イ
テ
ッ
ク

「
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

一
貫
生
産
」

中
部
日
本
鋳
鉄
管
株
式
会
社

コ
ス
ト
よ
り「
信
頼
」を
コ
ン
セ

プ
ト
に
一
歩
先
を
見
つ
め
る

DATA
会 社 名：株式会社オオツカハイテック
所 在 地：鴻巣市上会下６２６
電 話：０４８‐５６９‐２７１１
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐５６９‐２７８８
代 表 者：代表取締役 大塚則夫
設 立：昭和３４年９月
資 本 金：１，０００万円
従業員数：１１６名
事業内容：各種カムの切削および研磨、汎用品・試作

品の加工、カムの設計および計算処理、イ
ンデックスドライブ、ピックアンドプレー
スユニット、工作機械用ATCユニット、
各種カム式ユニットなど

DATA
会 社 名：日本鋳鉄管株式会社
所 在 地：久喜市菖蒲町昭和沼１番地
電 話：０４８０‐８５‐１１０１
Ｆ Ａ Ｘ：０４８０‐８５‐６６４５
代 表 者：代表取締役社長 秋田眞次
設 立：昭和１２年１０月
資 本 金：１８億５，５００万円
従業員数：２５１名
事 業 所：東京事務所、北海道、東北、中部、九州の各支社、鉄

蓋精整工場、ポリエチレン管工場、商品技術センター
事業内容：ダクタイル鉄管、ダクタイル鋳鉄異形管・各種、ダクタ

イル鉄蓋、ポリエチレン管（ガス用）、レジン製品、弁類・
栓類、各種付属品・その他鋳鉄製品一式、水道管路施設
工事、場内配管工事

溶
解
工
場

本
社
・
工
場
建
屋

大
塚
則
夫
代
表
取
締
役

工
場
内
の
加
工
機
械

清
野
邦
夫
取
締
役
製
造
本
部
長

金
型
遠
心
力
鋳
造
機
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墨
東
建
材
工
業
株
式
会
社
は
、

建
設
・
建
築
用
金
属
製
品
の
製
造

を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
製
品
と
は
、
ど
の
様
な
も

の
か
と
の
問
い
に
、
田
坂
勝
正
代

表
取
締
役
は
、
そ
れ
は
、
建
物
の

「
化
粧
」
の
よ
う
な
も
の
だ
と
言

え
る
と
答
え
ら
れ
た
。

当
社
四
十
五
年
間
の
施
行
実
績

を
示
せ
ば
、
そ
の
優
れ
た
技
術
と

製
品
の
信
頼
性
と
共
に
、
製
品
が

ど
の
よ
う
な
も
の
か
理
解
い
た
だ

け
る
と
思
う
。

「
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
」
の

外
部
ア
ル
ミ
工
事
他
、「
ム
ラ
ヤ

マ
装
飾
ビ
ル
」
の
ス
テ
ン
レ
ス
鏡

面
パ
ネ
ル
、「
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
早
稲
田
」
の
玄
関
庇
・
幕

板
・
天
井
、「
キ
ヤ
ノ
ン
小
杉
」

の
天
井
・
柱
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
、「
法

政
大
学
市
ヶ
谷
校
舎
」
の
外
装
ア

ル
ミ
工
事
一
式
、「
明
治
安
田
生

命
さ
い
た
ま
新
都
心
ビ
ル
」
の
ブ

ラ
イ
ン
ド
ボ
ッ
ク
ス
、「
電
通
本

社
ビ
ル
」
の
ア
ト
リ
ウ
ム
柱
・
梁

型
パ
ネ
ル
・
外
部
ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
、

「
六
本
木
ヒ
ル
ズ
森
タ
ワ
ー
」の
キ

ャ
ノ
ピ
ー
、
ア
ッ
パ
ー
ラ
イ
ト
他

ア
ル
ミ
パ
ネ
ル
工
事
、「
イ
オ
ン
日

の
出
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」

の
ス
チ
ー
ル
パ
ネ
ル
、
木
目
調
ル

ー
パ
ー
、
そ
し
て
近
々
で
は
、「
東

京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」「
歌
舞
伎
座
」

の
ア
ル
ミ
製
品
の
内
外
装
で
あ
る
。

四
十
五
年
の
発
展
の
歴
史
は
、

田
坂
勝
正
社
長
が
若
干
二
十
二
歳

で
、
昭
和
四
十
一
年
に
起
業
し
た

こ
と
に
始
ま
る
。そ
の
後
、技
術
力

と
製
品
の
信
頼
性
に
よ
り
、
数
々

の
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
と
の
取
引
が
開

始
さ
れ
、
多
く
の
有
名
建
設
現
場

に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
平
成
二
十

年
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
工
場
「
Ｖ

Ｉ
Ｔ
Ｅ

Ｂ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
」
を
立

ち
上
げ
、「
歌
舞
伎
座
」
等
の
ア

ル
ミ
建
材
等
は
、
こ
の
工
場
か
ら

現
場
に
納
め
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ

て
い
る
。

田
坂
社
長
の
人
と
な
り
を
現
す

も
の
と
し
て
、
か
の
阪
急
電
鉄
の

創
業
者
、
小
林
一
三
は
「
成
功
の

道
は
、
信
用
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。

ど
ん
な
に
才
能
や
手
腕
が
あ
っ
て

も
、
平
凡
な
こ
と
を
忠
実
に
実
行

で
き
な
い
よ
う
な
若
者
は
、
将
来

の
見
込
み
は
な
い
」
と
語
っ
て
い

る
。田

坂
社
長
は
、
十
八
歳
で
就
職

し
た
「
す
み
だ
建
材
」
で
の
三
年

間
、
平
凡
な
こ
と
で
な
く
、
人
の

三
倍
、
い
や
五
倍
も
働
き
信
用
と

信
頼
を
得
た
。
そ
の
時
、
人
を
使

う
難
し
さ
、
人
情
、
技
術
、
そ
し

て
根
性
を
学
び
、
こ
れ
ら
が
、
経

営
の
基
盤
と
な
っ
た
と
語
っ
た
。

さ
ら
に
田
坂
社
長
の
人
と
な
り

を
現
す
こ
と
と
し
て
、
二
十
三
年

に
は
、
生
ま
れ
故
郷
の
長
崎
県
新

上
五
島
に
、
雇
用
創
出
に
尽
く
し

た
い
と
、
設
計
部
門
で
あ
れ
ば
と
、

設
計
事
業
所
を
開
設
し
た
。
ま
さ

に
「
情
と
理
」
を
合
わ
せ
持
っ
て

い
る
人
物
で
も
あ
る
。

株
式
会
社
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
埼

玉
・
千
葉
エ
リ
ア
は
、
昭
和
三
十

九
年
開
場
以
来
そ
の
伝
統
と
品
格

が
築
か
れ
て
き
た
「
久
邇
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
」を
は
じ
め
、「
武
蔵

丘
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
」「
新
武
蔵
丘

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
」「
西
武
園
ゴ
ル

フ
場
」
千
葉
県
の
「
大
原
・
御
宿

ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
」
を
エ
リ
ア
と
し

て
い
る
。

そ
れ
ら
５
ゴ
ル
フ
場
を
統
括
し

て
い
る
永
関

勲
執
行
役
員
埼

玉
・
千
葉
統
括
総
支
配
人
に
、夫
々

の
コ
ー
ス
の
特
徴
を
お
話
い
た
だ

い
た
。

「
最
高
の
お
も
て
な
し
・
久
邇
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」
は
会
員
制
ゴ

ル
フ
場
で
、
飯
能
市
の
郊
外
に
位

置
し
、
静
寂
た
だ
よ
う
自
然
の
中
、

あ
た
か
も
一
つ
の
庭
園
の
よ
う
に

美
し
く
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
２７
ホ

ー
ル
。
奥
武
蔵
の
山
並
み
を
背
景

に
、
今
な
お
武
蔵
野
の
面
影
を
随

所
に
残
す
美
し
い
林
間
コ
ー
で
、

各
ホ
ー
ル
は
林
で
セ
パ
レ
ー
ト
さ

れ
、
池
や
バ
ン
カ
ー
が
巧
み
に
レ

イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
秋
よ
り
第
一
次
正
会
員

の
募
集
を
再
開
し
て
お
り
ま
す
。

「
武
蔵
丘
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
」
は

飯
能
市
の
郊
外
、
緑
濃
い
自
然
の

中
に
広
が
る
コ
ー
ス
で
こ
の
秋
に

３０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
広
大
な

面
積
に
１８
ホ
ー
ル
が
ゆ
っ
た
り
と

展
開
し
、
理
想
的
な
起
伏
を
持
ち
、

各
ホ
ー
ル
と
も
距
離
、
フ
ェ
ア
ウ

ェ
ー
の
幅
を
た
っ
ぷ
り
と
と
り
、

樹
木
を
大
切
に
残
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
タ
イ
ガ
ー
ウ
ッ
ズ
が
日
本

で
初
め
て
プ
レ
ー
を
し
た
コ
ー
ス

で
、
さ
ら
に
Ｕ
Ｓ
Ｌ
Ｐ
Ｇ
Ａ
公
式

戦
を
は
じ
め
、「
樋
口
久
子
Ｉ
Ｄ

Ｃ
大
塚
家
具
レ
デ
ィ
ス
」
女
子
プ

ロ
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

「
新
武
蔵
丘
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
」

は
、
武
蔵
丘
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
に
隣

接
し
、
岡
本
綾
子
プ
ロ
が
コ
ー
ス

設
計
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
１８
ホ
ー
ル

で
す
。「
す
べ
て
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

楽
し
め
る
」
そ
ん
な
理
念
の
も
と

に
設
計
さ
れ
た
戦
略
性
豊
か
な
コ

ー
ス
で
す
。

「
西
武
園
ゴ
ル
フ
場
」
は
、
武

蔵
野
の
美
し
い
松
林
に
囲
ま
れ
た

狭
山
丘
陵
の
一
面
に
広
が
る
交
通

の
便
に
恵
ま
れ
た
コ
ー
ス
で
す
。

千
葉
県
の
「
大
原
・
御
宿
ゴ
ル

フ
コ
ー
ス
」
は
、
日
本
を
代
表
す

る
コ
ー
ス
設
計
家
井
上
誠
一
氏
が

最
後
に
手
が
け
た
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
な
１８
ホ
ー
ル
で
す
。
四
季
を

通
し
て
温
暖
な
南
房
総
の
高
台
に

広
が
る
コ
ー
ス
で
、
１
１
０
の
バ

ン
カ
ー
が
配
し
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
お
話
い
た
だ
い
た
永
関

勲
氏
は
、
昭
和
５３
年
東
京
六
大
学

野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
優
勝
し
、

一
学
年
下
の
岡
田
彰
布
氏
（
元
阪

神
タ
イ
ガ
ー
ス
監
督
）
と
共
に
ベ

ス
ト
ナ
イ
ン
に
選
ば
れ
、
そ
の
後

プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
野
球
部
第
一
期

生
と
し
て
石
毛
宏
典
氏
ら
と
、
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
入
社
し
た
そ
の

人
で
あ
る
。
当
然
埼
玉
西
武
ラ
イ

オ
ン
ズ
の
大
フ
ァ
ン
で
あ
る
。

地区会員企業のホット

南
部
墨
東
建
材
工
業
株
式
会
社

「
今
話
題
の
ベ
ト
ナ
ム
に
は
、す
で
に

五
年
前
に
工
場
建
設
し
進
出
済
み
」

「
最
高
の
お
も
て
な
し
・

久
邇
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

DATA

会 社 名：墨東建材工業株式会社

本 社：葛飾区東金町５‐８‐１４

越谷支店・工場：越谷市七左町８‐１０１‐１

代 表 者：代表取締役 田坂勝正

創 立：昭和４３年１０月３１日

資 本 金：２，０００万円

従業員数：４０名

事業内容：建設・建築用金属製品製造

西
部
株
式
会
社
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

埼
玉
・
千
葉
エ
リ
ア

DATA
ゴルフ場：久邇カントリークラブ
所 在 地：埼玉県飯能市平松４７０
電 話：０４２‐９７３‐１１９２
開 場：１９６４年７月２９日
コ ー ス：２７ホール、１０，２７６ヤード、パー１０８
乗用カート：７５台

他、武蔵丘ゴルフコース、新武蔵丘ゴルフコース、西武
園ゴルフ場、大原・御宿ゴルフコース

事業主体：�プリンスホテル
執行役員 埼玉・千葉 統括総支配人 永関 勲

田
坂
勝
正
社
長

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

玄
関
庇

執
行
役
員

埼
玉
・
千
葉
統
括

総
支
配
人

永
関

勲
氏

久
邇
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

北
９
番
ホ
ー
ル

―１９―



知
事
が
ア
セ
ア
ン
を
訪
問

タイにおける
「相互協力に関する覚書」締結の様子

「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く

り
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
社
員
の

自
己
実
現
と
企
業
の
成
長
を

目
指
し
て
〜
を
開
催
し
ま
す
。

学
生
の
視
点
か
ら
中
小
企
業
の

魅
力
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
！

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
採
用
を

支
援
／
無
料
職
業
紹
介
を
開
始

年
末
の
資
金
需
要
に
対
応
し
た

県
制
度
融
資
の
御
案
内

去
る
８
月
１９
日
�
〜
２３
日
�
、
知
事
が

ア
セ
ア
ン
２
か
国
（
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
）

を
訪
れ
ま
し
た
。

�
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
両
国
要
人
と
会
談
、

本
県
と
の
関
係
強
化
を
図
る

知
事
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
い
て
計
画
投

資
大
臣
と
会
談
し
、昨
年
８
月
締
結
の「
経

済
交
流
に
関
す
る
覚
書
」
に
基
づ
き
、
計

画
投
資
省
内
に
本
県
企
業
専
用
の
支
援
窓

口
を
開
設
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

タ
イ
に
お
い
て
は
、
工
業
大
臣
と
会
談

し
た
後
、
タ
イ
政
府
と
「
相
互
協
力
に
関

す
る
覚
書
」
を
締
結
し
、
経
済
分
野
に
お

け
る
交
流
促
進
に
協
力
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。さ
ら
に「
タ

イ
交
通
渋
滞
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、

県
内
企
業
の
優
れ
た
技
術
を
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
現
地
の
県
内
企
業
を
視
察
し
、

両
国
へ
の
進
出
企
業
の
現
状
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

�
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
両
国
に
お
い
て
、
現

地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
立

現
地
進
出
企
業
の
関
係
強
化
の
た
め
、

ベ
ト
ナ
ム
で
は
現
地
日
系
企
業
等
６２
社
、

タ
イ
で
は
７９
社
の
参
加
を
得
て
設
立
し
ま

し
た
。

ま
た
、
両
国
に
お
い
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
参
加
企
業
及
び
現
地
政
府
要
人
、
日
系

要
人
な
ど
が
出
席
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

設
立
会
・
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
企
業
立
地
課

国
際
経
済
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
７
９
）

埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー
運
営
委
員
会

（
県
・
埼
玉
県
経
営
者
協
会
・
連
合
埼
玉
）

で
は
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
は
じ

め
、
社
員
と
企
業
が
と
も
に
成
長
す
る
た

め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
を
探
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時

平
成
２５
年
１２
月
４
日
�

１４
時
〜
１６
時
３０
分

会
場

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー

ル

定
員

２
０
０
名（
申
込
順
・
入
場
無
料
）

内
容基

調
講
演

株
式
会
社
東
レ
経
営
研
究
所

特
別
顧
問

佐
々
木

常
夫
氏

事
例
発
表

ケ
イ
ア
イ
ス
タ
ー
不
動
産
株
式
会
社

（
本
庄
市
）

協
和
界
面
科
学
株
式
会
社（
新
座
市
）

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
:
//w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/site/
rodosem

inar/roshi-sym
posium

.htm
l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

労
働
福
祉
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
１
８
）

〜
「
彩
の
国
は
た
ら
く
情
報
館
」
に
お
い

て
大
学
生
が
撮
影
し
た
県
内
中
小
企
業

の
動
画
を
掲
載
し
ま
す
！
〜

県
で
は
、
魅
力
あ
る
地
元
企
業
を
就
職

活
動
中
の
学
生
等
へ
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、

県
内
中
小
企
業
の
製
造
・
販
売
現
場
や
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
場
面
等
を
動
画
に

撮
影
し
、
職
業
訓
練
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

関
す
る
情
報
サ
イ
ト
「
彩
の
国
は
た
ら
く

情
報
館
」（http

://w
w
w
.ecity.ne.jp/hatar

aku/
）
な
ど
の
県
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
就
職
活
動
中
の
学
生
と
同

じ
視
点
か
ら
、
中
小
企
業
の
魅
力
を
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
論
な

ど
を
専
攻
し
て
い
る
大
学
生
等
が
撮
影
し

た
動
画
を
約
３
か
月
間
連
続
し
て
掲
載
し

ま
す
。

掲
載
期
間

平
成
２５
年
１１
月
６
日
�

〜
平
成
２６
年
２
月
４
日
�

撮
影
協
力
大
学

早
稲
田
大
学
、
東
洋
大
学
、
立
教
大
学

※
現
在
募
集
中
の
プ
ロ
撮
影
者
に
よ
る
自

社
の
動
画
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
企
業
は
、

以
下
の
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/h
ataraku-dougakigyou-bosyu.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
６
０
７
）

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
埼
玉

で
は
、
海
外
留
学
を
経
験
し
た
日
本
人
学

生
や
外
国
人
留
学
生
と
県
内
企
業
を
結
び

つ
け
る
た
め
、
こ
の
１０
月
か
ら
無
料
職
業

紹
介
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

無
料
職
業
紹
介
は
、
県
内
に
本
社
、
支

社
、
営
業
所
な
ど
が
あ
る
企
業
が
求
め
る

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
、
求
職
中
の
日
本
人

帰
国
留
学
生
や
外
国
人
留
学
生
を
無
料
で

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
も
の
で
す
。

求
人
企
業
に
は
自
社
の
希
望
に
合
っ
た

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
紹

介
し
ま
す
。
求
職
者
に
は
希
望
業
種
の
求

人
情
報
を
定
期
的
に
提
供
し
、
特
に
外
国

人
留
学
生
に
対
し
て
は
就
労
可
能
な
業
務

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
紹
介
す
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
希

望
す
る
企
業
は
こ
の
機
会
に
求
人
情
報
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

http
://w
w
w
.ggsaitam

a.jp/inform
ation68

3/

�
問
い
合
わ
せ
先

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
埼
玉

（
Ｇ
Ｇ
Ｓ
）

（
公
財
）
埼
玉
県
国
際
交
流
協
会
内

（
０
４
８
―
８
３
３
―
２
９
９
５
）

事
業
資
金
（
短
期
貸
付
）

賞
与
支
払
や
仕
入
等
の
た
め
の
短
期
運

転
資
金
と
し
て
御
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
率
は
年
１
・
１
％
以
内
（
信
用
保
証

な
し
融
資
は
年
１
・
５
％
以
内
）
で
、
限

度
額
は
２
千
万
円
で
す
。

経
営
あ
ん
し
ん
資
金

最
近
３
か
月
の
売
上
や
利
益
率
が
過
去

３
年
間
の
い
ず
れ
か
の
同
時
期
と
比
較
し

て
減
少
、
又
は
減
少
見
込
み
の
場
合
に
御

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
率
は
年
１
・
７
％
以
内
、
限
度
額
は

５
千
万
円
で
す
。

借
換
資
金

県
制
度
融
資
の
既
往
借
入
金
が
あ
る
方

が
新
規
運
転
資
金
を
追
加
し
つ
つ
、
毎
月

の
返
済
負
担
を
軽
減
し
た
い
場
合
に
御
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。

利
率
は
金
融
機
関
所
定
利
率
、
限
度
額

は
１
億
円
（
既
往
借
入
金
、
新
規
運
転
資

金
及
び
借
換
え
時
に
支
払
う
信
用
保
証
料

相
当
額
の
合
計
）
で
す
。

※
融
資
に
あ
た
っ
て
は
金
融
機
関
及
び
信

用
保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

※
短
期
貸
付
を
信
用
保
証
な
し
で
御
利
用

い
た
だ
く
場
合
を
除
き
、
別
途
、
信
用

保
証
料
が
必
要
で
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

地
元
の
商
工
会
議
所
若
し
く
は
商
工
会

又
は

県
金
融
課

企
画
・
制
度
融
資
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
８
０
１
、

３
８
０
３
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン
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改
正
労
働
契
約
法
に
よ
る
無
期
転
換
申
込
権
の

発
生
す
る
二
以
上
の
有
期
労
働
契
約
期
間
が
通
算

し
て
、「
五
年
を
超
え
る
」と
い
う
場
合
の
起
算
日

に
つ
い
て
は
、
改
正
法
附
則
第
二
項
で
「
平
成
二

五
年
四
月
一
日
の
規
定
施
行
の
日
の
前
の
日
が
初

日
で
あ
る
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
契
約
の
契
約

期
間
は
、
通
算
契
約
期
間
に
は
、
算
入
し
な
い
。」

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
改
正
法
施
行
前
に
開

始
し
た
有
期
契
約
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
の
四
月

一
日
以
降
に
従
前
の
契
約
を
更
新
し
た
と
す
れ
ば
、

そ
の
時
を
通
算
契
約
の
初
日

と
し
て
、
そ
こ
か
ら
起
算
し

て
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
従
前
か
ら
の

有
期
契
約
に
つ
き
、
企
業
と

し
て
は
景
気
変
動
の
雇
用
調

整
が
予
想
さ
れ
る
職
種
等
に

お
い
て
、
無
期
転
換
申
込
権

が
発
生
し
な
い
よ
う
な
方
策
の
必
要
か
ら
、
法
施

行
後
「
今
後
五
年
間
を
超
え
て
は
更
新
し
な
い
。

五
年
間
の
通
算
雇
用
期
間
の
終
了
日
を
も
っ
て
本

契
約
は
終
了
す
る
。」
と
い
っ
た
特
約
を
し
た
場

合
の
法
的
な
問
題
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
同
意
が
自
由
意
思
に
よ
り
な
さ
れ

た
場
合
に
は
、「
合
意
に
よ
る
期
間
満
了
」で
あ
る

か
ら
雇
止
め
に
は
該
当
せ
ず
、「
解
雇
の
問
題
」は

生
じ
な
い
。
判
例
で
も
、
原
告
ら
に
対
し
、
説
明

会
を
実
施
し
て
、
原
告
ら
を
含
む
パ
ー
ト
タ
イ
ム

社
員
と
の
間
の
雇
用
契
約
は
、
平
成
一
四
年
一
二

月
末
日
を
も
っ
て
満
了
と
な
り
、
そ
の
後
の
継
続

雇
用
は
し
な
い
の
で
、
残
り
の
有
給
休
暇
を
全
部

使
っ
て
欲
し
い
」
な
ど
「
本
件
雇
止
め
に
つ
い
て

事
前
に
会
社
か
ら
の
十
分
な
説
明
が
行
わ
れ
、
そ

の
際
配
布
さ
れ
た
最
後
の
一
年
間
の
雇
用
契
約
書

に
は
、
雇
用
期
間
は
平
成
一
四
年
一
月
一
日
か
ら

同
年
一
二
月
末
日
ま
で
と
、
同
雇
用
期
間
が
経
過

し
た
後
は
雇
用
契
約
を
更
新
し
な
い
こ
と
が
明
記

さ
れ
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
い
ず
れ
も
こ
の

雇
用
契
約
書
に
記
名
押
印
し
て
こ
れ
を
会
社
に
提

出
し
、
本
人
ら
も
副
本
を
所
持
し
て
い
る
以
上
、

本
件
雇
用
契
約
を
契
約
期
間
の
経
過
と
同
時
に
終

了
さ
せ
る
合
意
が
成
立
し
て
お
り
」、
被
告
と
原

告
ら
と
の
間
に
お
い
て
は
、
各
雇
用
契
約
を
終
了

さ
せ
る
旨
の
合
意
が
成
立
し
て
い
た
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。（
平
成
一
七
・
一
・
一
三
大
阪
地
裁
判
決
）

等
不
更
新
の
合
意
は
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
従
前
か
ら
何
回
も
更
新
さ
れ
た

り
、
使
用
者
の
言
動
に
よ
っ
て
更
新
さ
れ
る
も
の

と
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
合
理
的
な
理
由

が
あ
る
」（
労
契
法
一
九
条
二
号
）と
い
う
状
態
に

な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、「
不
更
新
条
項
は
一
般

に
解
雇
法
理
を
潜
脱
す
る
の
で
、
公
序
良
俗
に
反

し
て
無
効
」
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
判

例
は
一
旦
発
生
し
た
雇
用
継
続
の
期
待
も
合
意
に

よ
り
消
滅
す
る
こ
と
を
認
め
、
使
用
者
が
十
分
な

説
明
・
情
報
を
提
供
し
た
上
、
不
更
新
条
項
の
意

味
を
理
解
し
て
結
ん
だ
「
不
更
新
の
合
意
」
は
有

効
で
あ
り
、
期
間
満
了
で
雇
用
は
終
了
す
る
（
平

成
二
四
・
九
・
二
〇
東
京
高
裁
判
決
）
と
し
て
い

る
。
問
題
は
更
新
を
反
復
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
、

不
更
新
の
合
意
が
で
き
な
い
と
き
で
あ
る
。
そ
の

場
合
に
は
、
企
業
と
し
て
雇
止
め
を
必
要
と
す
る

合
理
的
な
理
由
が
な
い
限
り
更
新
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
そ
し
て
、
今
後
の
更
新
の
度
に
不
更
新
合
意

に
向
け
た
協
議
を
す
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。

残余財産５０３万円を埼玉県へ寄附し、埼玉音楽文化協会は解散いたしました。
長らくのご愛顧誠にありがとうございました。

埼玉音楽文化協会解散についてのお知らせ

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

日頃より埼玉音楽文化協会（埼玉音協）の活動に対しまして、格別のご支援、ご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、昭和４０年に創立いたしました埼玉音協は、例会収入の減少から赤字を計上、将来を展望しても、会員増強、

例会収入の増加は期待できないことから、平成２４年１２月１９日開催の臨時総会において、解散することが満場一致決

議されました。

その後、解散に向けた諸準備を進め、９月２０日に残余財産（５，０３８千円）を埼玉県の３基金と４事業へ寄附し、

９月３０日に解散いたしました。

ここに解散のご報告を申し上げますとともに、永年にわたるご支援、ご協力に対し衷心より御礼を申し上げます。

埼玉県の３基金と４事業に５，０３８千円を寄附上田清司埼玉県知事に寄附目録を贈呈する藤池会長（左）

契
約
法
施
行
前
か
ら
の

契
約
の「
不
更
新
」合
意
は

弁
護
士

安
西

�
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「
２
０
１
３
年
度
経
団
連
規
制

改
革
要
望
」
を
公
表

―
１２
分
野
２
０
２
項
目
に
わ
た

る
要
望
を
取
り
ま
と
め

経
団
連
は
１０
月
１５
日
、「
２
０
１
３
年

度
経
団
連
規
制
改
革
要
望
」
を
公
表
し

た
。
要
望
は
、
政
府
の
規
制
改
革
会
議

が
今
年
７
月
か
ら
第
２
期
の
活
動
を
開

始
し
、
１０
月
に
規
制
改
革
提
案
の
集
中

受
付
を
実
施
し
た
こ
と
か
ら
、
経
団
連

全
会
員
企
業
・
団
体
お
よ
び
在
日
欧
米

企
業
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と

に
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
（
主
な

項
目
は
図
表
を
参
照
）。

わ
が
国
経
済
は
、
安
倍
政
権
に
よ
る

大
胆
な
金
融
政
策
、
機
動
的
な
財
政
政

策
、
さ
ら
に
は
今
年
６
月
の
「
日
本
再

興
戦
略
」
策
定
な
ど
に
よ
り
、
長
き
に

わ
た
る
低
迷
か
ら
再
生
へ
の
動
き
が
見

え
始
め
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
残
さ

れ
た
課
題
は
多
い
。
と
り
わ
け
規
制
改

革
は
、
民
間
の
創
意
工
夫
の
発
揮
を
通

じ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
高
コ
ス
ト
構
造
を
是
正
し
自

由
で
円
滑
な
事
業
環
境
を
整
備
す
る
う

え
で
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
わ
が
国
成

長
戦
略
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

政
府
の
規
制
改
革
会
議
に
お
い
て
は
、

６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
規
制
改
革

実
施
計
画
」
が
確
実
に
実
行
さ
れ
る
よ

う
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
徹
底
し
、
必
要

に
応
じ
て
内
容
の
充
実
、
実
施
の
前
倒

し
等
を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
・
医
療
、

農
業
、
雇
用
・
労
働
、
貿
易
・
投
資
、

創
業
・
Ｉ
Ｔ
等
の
重
要
分
野
に
お
い
て
、

現
行
の
規
制
・
制
度
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で

見
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

１２
分
野
２
０
２
項
目
に
わ
た
る
今
次

の
規
制
改
革
要
望
は
、
経
済
成
長
の
主

た
る
担
い
手
で
あ
る
企
業
が
事
業
活
動

を
行
う
際
の
障
害
と
し
て
改
革
を
求
め

る
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
政
府
に
は
、

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
が

強
く
期
待
さ
れ
る
。

日
本
経
団
連

提
言
・
提
案
な
ど

主な規制改革項目

健康・医療

・医療機関―在宅間の遠隔診療に関するガイドラインの作成
・遠隔診療における介護従事者の医療機器（バイタルセンサー等）
操作可能化、遠隔服薬指導および調剤薬剤の民間搬送の可能化

・外国人医師の受け入れ拡大と、あらゆる国籍の在留外国人への診
療の可能化

・ヘルスケア機器等の効果・効能をうたう機能性表示の容認
・健康食品等の効果・効能をうたう機能性表示の容認等

雇用・労働

・企画業務型裁量労働制の見直し、生産性向上に資する労働時間制
度の創設

・フレックスタイム制の見直し
・労働契約申込みみなし制度や日雇派遣労働者に関する原則禁止な
ど、２０１２年の改正労働者派遣法により新たに導入された制度の廃
止もしくは見直し等

農業

・農業生産法人の構成員要件の緩和
（２分の１以上の議決権取得容認）
・リース方式で農業に参入した法人の農地取得の容認
・農業経営関連施設（事務所、加工施設、直売所等）の農地転用規
制の緩和等

創業・ＩＴ等

・行政機関が保有するデータの民間による利用促進の早期実現
・サービスロボット普及促進のための安全規格の策定
・独占禁止法９条（一般集中規制）の廃止
・区分所有建物の建替え決議要件の緩和
・建物の賃貸人が更新拒絶・解約申し入れを行う際の正当事由の拡
大

・低層住居専用地域へのコンビニエンスストア出店の可能化
・火力・風力・地熱発電所の建設にかかる環境アセスメントの迅速
化・合理化

・熱利用にかかる下水道利用規制、揚水規制の緩和等

貿易・投資等

・訪日外国人観光客に対するビザ発給要件の緩和
・高度外国人材ポイント制における永住許可要件の緩和（５年→３年）
・ＯＤＡの機動的な活用によるインフラ輸出の推進
・日本が締結する全ＥＰＡで特定原産地証明への自己証明制度の導
入

・医療機器、電気用品、食品添加物等の基準の国際整合化等

―２２―
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一
〇
月
一
日
〜
一
一
月
三
〇
日

◆
一
〇
・
一

第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
〇
・
三

第
三
四
次
小
笠
原
洋
上

研
修
（
八
日
ま
で
、
父
島
往
復
）

◆
一
〇
・
二
一

理
事
会
・
臨
時
総
会

（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
一
〇
・
二
三

第
三
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ク
ス
推
進
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
一
〇
・
二
八

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
六

埼
玉
大
学
と
の
合
同
特

別
公
開
講
座
第
二
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
）、
小
笠
原
洋
上
研
修
第
四
回

集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
一
・
七

第
一
回
産
業
教
育
委
員

会
（
新
座
総
合
技
術
高
校
）

◆
一
一
・
八

北
部
地
区
協
議
会
（
富

士
電
機
機
器
制
御
�
吹
上
工
場
）

◆
一
一
・
一
三
〜
二
〇

平
成
二
五
年

度
ア
メ
リ
カ
社
会
経
済
視
察（
米
国
）

◆
一
一
・
二
二

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
（
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
豊
岡

コ
ー
ス
）

◆
一
一
・
二
五

第
四
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ

ク
ス
推
進
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
）

◆
一
一
・
二
六

西
部
地
区
協
議
会（
マ

ス
ダ
ッ
ク
）

◆
一
一
・
二
九

イ
ン
ー
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
成
果
報
告
会（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

世
界
遺
産
の
富
士
山
頂
に
も
初
冠
雪
が
…
。

猛
暑
の
夏
か
ら
一
気
に
秋
が
消
え
、
冬
が

到
来
し
た
感
が
す
る
。
連
続
発
生
す
る
台
風

も
伊
豆
大
島
を
襲
い
、
こ
の
原
稿
執

筆
中
に
も
、
強
烈
な
２７
号
台
風
が
ま

た
ま
た
日
本
を
襲
お
う
と
し
て
い
る
。

四
季
の
変
化
に
富
ん
だ
日
本
は
、
一

体
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
？

▼
話
は
変
わ
る
が
、「
道
徳
教
育
」
が

義
務
教
育
で
正
規
授
業
に
採
り
入
れ

ら
れ
そ
う
だ
。
教
科
書
に
は
「
こ
こ

ろ
の
ノ
ー
ト
」
が
使
用
さ
れ
、『
児

童
生
徒
が
、
生
命
を
大
切
に
す
る
心

や
他
人
を
思
い
や
る
心
、
善
悪
の
判

断
な
ど
の
規
範
意
識
等
の
道
徳
性
を

身
に
付
け
る
こ
と
は
、
と
て
も
重
要

で
す
』
と
文
科
省
は
発
表
し
て
い
る
。

し
か
し
、
道
徳
教
育
を
す
す
め
る

中
に
は
多
々
問
題
も
あ
り
、
実
に
難

し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
教
え

る
先
生
方
の
指
導
力
、
子
供
た
ち
へ

の
評
価
基
準
方
法
、
家
庭
教
育
や
地

域
教
育
と
の
連
携
性
な
ど
な
ど
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
、
今
日
ま
で
の
教
育
主
導
が
「
考
え

る
教
育
」
で
は
な
く
、「
覚
え
る
教
育
」だ
っ

た
弊
害
の
何
物
で
も
な
い
と
考
え
る
が
、
読

者
諸
氏
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
？
偏
差
値
重
視

教
育
の
産
物
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。

▼
最
近
の
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
の
書
籍
に
見
う
け

ら
れ
る
現
象
と
し
て
、「
考
え
る
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
多
さ
で
あ
る
。
企
業
人
と
な
り
、

社
会
人
と
な
っ
て
も
「
考
え
る
能
力
不
足
」

と
、「
視
野
の
狭
さ
」・「
議
論
の
幼
稚
さ
」

な
ど
が
気
に
な
っ
て
な
ら
な
い
。『
こ
こ
ろ
』

は
、
人
体
の
胸
部
分
で
は
な
く
、『
脳
裏
』

に
間
違
い
な
く
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

▼
最
近
『
自
責
化
と
他
責
化
を
考
え
る
』
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
っ
た
。

そ
れ
は
、
何
か
事
が
起
こ
る
と
、「
そ
の
要

因
な
ど
を
他
人
や
筋
道
を
外
し
た
他
事
に
、

責
任
を
転
化
す
る
ケ
ー
ス
が
実
に
多
く
な
っ

て
い
る
」＝

他
責
化
。
そ
の
前
に
「
果
た
し

て
自
分
は
ど
う
だ
っ
た
の
か

と
、
先
ず
自
分
に
転
化
し
て

十
分
に
熟
慮
す
る
」＝

自
責

化
。
こ
の
重
要
性
を
認
識
し

て
な
い
気
が
す
る
。

▼
講
演
会
後
の
雑
談
で
、
や

は
り
道
徳
な
ど
は
家
庭
教
育

中
心
で
行
う
べ
き
だ
な
ど
の

意
見
も
多
く
出
た
が
、
何
故

家
庭
で
行
わ
れ
な
く
な
っ
た

の
か
と
の
議
論
で
、
給
料
の

銀
行
振
込
制
度
の
弊
害
・
親

爺
の
威
厳
の
欠
如
・
単
身
赴

任
制
度
の
横
行
・
核
家
族
化

現
象
・
傾
聴
力
や
伝
達
力
の

低
下
な
ど
な
ど
。

時
代
は
変
わ
れ
ど
、
人
間

自
体
は
昔
と
何
ら
変
わ
っ
て

い
な
い
。
人
間
は
決
し
て
一

人
で
は
生
き
て
は
い
け
な
い
。
思
い
や
り
の

心
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
し
、
二
つ
の
目
で

良
く
見
て
、
二
つ
の
耳
で
良
く
聞
き
、
二
つ

の
鼻
で
空
気
を
嗅
ぎ
、
脳
裏
に
伝
達
し
て
良

く
考
え
、
一
つ
の
口
で
し
っ
か
り
と
し
た
軸

の
ぶ
れ
な
い
自
分
の
考
え
を
、
相
手
に
キ
チ

ン
と
伝
え
る
能
力
を
是
非
と
も
身
に
付
け
て

も
ら
い
た
い
、
と
願
う
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う

か
？

全国ネットの人材情報で、
出向・移籍等の支援！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
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企業間交渉の
機会の設定など

センター

情報の授受
相談など

送出企業
人事部門
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★
平
成
二
五
年
度
第
二
回
地
域
社
会
問
題
委

員
会

日
時

一
二
月
三
日
�
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

講
師

厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局

高
齢
・

障
害
者
雇
用
対
策
部
障
害
者
雇
用
対

策
課

調
査
官

松
永

久
氏

埼
玉
県
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

笹
川
俊
雄
氏

事
例
発
表

�
ハ
ロ
ー
（
日
立
金
属
�
特
例

子
会
社
）
代
表
取
締
役

斉
藤
治
久

氏�
ヤ
オ
コ
ー

人
事
部
人
事
担
当
部

長

山
田
昌
宏
氏
・
人
事
担
当
職
場

適
応
援
助
者

山
内
桂
子
氏

★
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
五
日
�
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

あ
な
た
の
会
社
が
生
き
残
る
た
め
の

最
強
の
リ
ス
ク
管
理

講
師

中
島
経
営
法
律
事
務
所
代
表

弁
護

士
・
弁
理
士

中
島

茂
氏

★
中
部
地
区
協
議
会

日
時

一
二
月
六
日
�
一
四
時
〜
一
六
時
二

〇
分

会
場

Ａ
Ｇ
Ｓ
�

内
容

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
に
関
す

る
事
例
発
表
・
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー「
さ

い
た
ま
ｉ
Ｄ
Ｃ
」
見
学

★
第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
九
日
�
時
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

無
謀
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
社
会
を
変
え

る
〜
混
迷
の
時
代
を
切
り
開
く
真
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論

講
師

青
山
社
中
�

代
表
取
締
役
（
筆
頭

代
表
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）

朝
比
奈
一
郎
氏

★
南
部
地
区
協
議
会

日
時

一
二
月
一
〇
日
�
一
三
時
三
〇
分
〜

一
五
時
一
〇
分

会
場

富
士
重
工
業
�
埼
玉
製
作
所
（
産
業

機
器
カ
ン
パ
ニ
ー
）

内
容

工
場
見
学

★
第
二
回
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

日
時

一
二
月
一
一
日
�
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

高
齢
者
市
場
開
拓
の
視
点
〜
一
〇
〇

兆
円
市
場
が
求
め
る
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
と
は

講
師

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

生
活
研
究

部
門

准
主
任
研
究
員

前
田
展
弘

氏

★
第
一
〇
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
一
六
日
�
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

二
〇
一
四
年
の
世
界
経
済
、
日
本
経

済
を
展
望
す
る

講
師

�
三
菱
総
合
研
究
所

主
席
研
究
員

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

武
田
洋
子

氏

★
第
一
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
二
四
日
�
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

な
ぜ
、
あ
の
会
社
は
顧
客
満
足
度
が

高
い
の
か
〜
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

る
顧
客
価
値
の
創
造

講
師

武
蔵
大
学
経
済
学
部

教
授

黒
岩

健
一
郎
氏

★
平
成
二
六
年
新
年
会
員
懇
談
会

日
時

平
成
二
六
年
一
月
九
日
�
一
三
時
三

〇
分
〜
一
七
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

講
演
「
人
を
動
か
す
ト
ッ
プ
の
流
儀

〜
経
営
者
が
学
ぶ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

の
大
切
さ
」・
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

講
師

人
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
究
所

所

長

元
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
・

ホ
テ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
日
本
支
社
支
社

長

高
野

登
氏

★
第
七
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
月
一
六
日
�
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

元
リ
ク
ル
ー
ト
の
伝
説
の
営
業
マ
ン

が
語
る
�
売
れ
る
営
業
は
満
足
よ
り

感
動
	
〜
一
三
〇
〇
社
以
上
の
売
上

を
増
大
さ
せ
た
営
業
の
達
人
が
教
え

ま
す

講
師

�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

富
田
直
人
氏

★
第
一
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
月
二
一
日
�
一
五
時
〜
一
七
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

こ
れ
か
ら
の
モ
ノ
づ
く
り
中
小
企
業

の
生
き
る
道
〜
生
き
残
り
の
道
は
こ

こ
に
あ
る

講
師

神
戸
国
際
大
学
教
授

中
村
智
彦
氏

★
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

一
月
二
七
日
�
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

も
し
日
本
の
経
営
者
が
ド
ラ
ッ
カ
ー

の
�
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
	
を
真
剣
に
実

践
し
た
ら
〜
�
も
う
一
つ
の
も
し
ド

ラ
	

講
師

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

社
会
研
究

部
門
主
任
研
究
員

百
島

徹
氏

★
第
三
回
企
業
戦
略
研
究
会

日
時

一
月
二
九
日
�
一
三
時
〜
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

埼
玉
県
立
浦
和
図
書
館

内
容

知
財
戦
略
の
教
科
書


〜
具
体
的
事

例
か
ら
知
財
戦
略
に
織
り
込
む
ま
で

各
種
調
査
・
事
業
計
画
策
定
の
た
め

の
図
書
館
活
用
法

講
師

�
ブ
ラ
イ
ナ
代
表
取
締
役
・
弁
理
士

佐
原
雅
史
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
ア
ッ
プ
ル

代
表
取
締
役

高
橋

誠
一

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大
成
町
二
―
二
七
三

―
一

電
話
〇
四
八
―
六
六
一
―
七
三
五
五

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
二
四
三
名

不
動
産
賃
貸
管
理
業

�
中
野
組

代
表
取
締
役

中
野

憲
秀

春
日
部
市
谷
原
二
―
一
二
―
九

電
話
〇
四
八
―
七
六
一
―
一
八
一
一

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
二
七
名

総
合
建
設
業
、
一
般
土
木

�
ニ
ュ
ー
イ
ー
ス
ト

代
表
取
締
役

三
浦

戴
子

志
木
市
上
宗
岡
三
―
六
―
一
一

電
話
〇
四
八
―
四
七
二
―
〇
〇
八
七

（
資
）
一
千
五
百
万
円

（
従
）
六
〇
名

一
般
運
送
業
、
商
品
管
理

野
口
倉
庫
�

代
表
取
締
役

野
口

英
徳

戸
田
市
早
瀬
一
―
二
四
―
一

電
話
〇
四
八
―
四
二
二
―
〇
五
八
一

（
資
）
三
千
四
百
万
円

（
従
）
七
〇
名

営
業
倉
庫
業

平
和
産
業
�

代
表
取
締
役

大
竹

功
一

さ
い
た
ま
市
南
区
文
蔵
四
―
二
一
―
一
一

電
話
〇
四
八
―
六
四
一
―
七
四
〇
一

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
二
五
名

焼
結
含
油
軸
受
（
粉
末
冶
金
製
品
）

〈
代
表
者
変
更
〉

�
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ

総
支
配
人

茂
木

義
之
（
旧

牧
野

達
明
）

�
大
泉
工
場

代
表
取
締
役

大
泉

寛
太
郎
（
旧

大
泉

裕
美
子
）

�
オ
ガ
ワ
製
作
所

取
締
役
社
長

川
端

武
夫
（
旧

中
村

孝
）

�
春
日
部
自
動
車
教
習
所

代
表
取
締
役

斎
藤

久
雄
（
旧

齋
藤

男
一
）

�
東
洋
ク
オ
リ
テ
ィ
ワ
ン

代
表
取
締
役
社
長

丸
末

一
之
（
旧

三
上

泰
夫
）

日
医
工
�
埼
玉
工
場

工
場
長

富
樫

美
津
雄
（
旧

村
井

宏
之
）

前
澤
工
業
�
埼
玉
製
造
所

執
行
役
員
所
長

小
関

範
男
（
旧

須
永

敏
雄
）

三
菱
電
機
ホ
ー
ム
機
器
�

取
締
役
社
長

田
代

正
登
（
旧

秋
山

雄
一
）

〈
社
名
変
更
〉

羽
生
積
水
�

（
旧

羽
生
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
�
）

〈
住
所
変
更
〉

入
間
ガ
ス
�

入
間
市
扇
台
一
―
五
―
二
五

（
旧

入
間
市
高
倉
三
―
六
―
七
）

�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
９
番
地
さ
い

た
ま
メ
デ
ィ
ア
ウ
ェ
ー
ブ
４
Ｆ

（
旧

さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都
心
五
―

二
ポ
ル
ト
小
池
ビ
ル
）

三
州
製
菓
�

春
日
部
市
銚
子
口
九
七
九

（
旧

春
日
部
市
豊
野
町
二
―
八
―
三
）
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